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はじめに 

 都市化の進展や社会・経済環境の変化は、地域社会

のつながりの希薄化、核家族化の進行、就労の多様化

など、子育てを取り巻く環境に変化をもたらし、子ど

も・子育てを取り巻く環境が大きく変化する中で、子

育てに不安や孤立感を感じる家庭は少なくなく、保育

ニーズの多様化も進んでいます。 

 さらに、育児休業制度の定着や女性の就労意欲の高

まり、あるいは経済的理由などにより女性の就業者は

増え続けており、仕事と子育てを両立する家庭は増え

ています。こうした状況の変化を背景に、さらなる保育需要と多様な保育ニー

ズへの適切な対応が求められています。 

 このような中、本市では、平成１７年に次世代育成支援対策推進法に基づく

「岩出市（策定時岩出町）次世代育成支援行動計画」を策定し、子どもたちが

心身ともに健やかに成長できる環境づくりを推進してきました。 

 このたび、子ども・子育て関連３法が平成２４年８月に成立し、幼児期の学

校教育・保育、地域の子ども・子育て支援に共通の仕組みを定める「子ども・

子育て支援法」に基づく、子ども・子育て支援新制度により、子ども・子育て

支援のニーズを反映した平成２７年度から５年間を１期とする「子ども・子育

て支援事業計画」を策定いたしました。 

 この計画においては、本市の子ども・子育て支援を推進するにあたり、計画

の基本理念として「子ども 家庭 地域がともに夢をもてるまち いわで」を

掲げています。「安心して子どもを産み育てる環境をつくります」「地域で子育

て家庭を支える環境をつくります」「子どもの最善の利益を支える環境をつくり

ます」「健全な子どもを育む教育・保育環境をつくります」という４つの基本目

標から、様々な人々とのふれあいやつながりの中で、心豊かな子どもを育てて

いくとともに、子育てを通じて、家庭・地域もともに成長し、夢がもてるまち

を目指すものです。今後も、国をはじめ、市民、地域、企業、関係機関・団体

と連携協働し、全庁体制のもと、この計画の着実な推進に努めてまいります。 

 結びに、本計画の策定にあたりご尽力いただきました「岩出市子ども・子育

て会議」の皆様はじめ、「岩出市子ども・子育てに関するアンケート調査」にご

協力をいただきました市民の皆様、関係者の皆様に心から感謝申し上げます。 

 

平成２７年３月

岩出市長 中 芝 正 幸 
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第１章 計画策定にあたって  

１．計画策定の趣旨 

近年、わが国では少子・高齢化、人口減少社会の到来が進行し、大きな社会問題とな

っています。 

少子化の進行や出生率の低下は、今後、社会保障をはじめ、わが国の社会経済全体

に急速な構造変化をもたらし、深刻な影響を与えるものと予想される一方で、子どもが健

やかに育つ環境を形成する上で多くの課題を抱えています。 

そのような中、平成 15 年に制定された「次世代育成支援対策推進法」に基づき、総合

的な取組を進めており、子ども・子育てを取り巻く社会情勢の変化を受け、新たな支援制

度を構築していくため、平成 22年の「子ども・子育てビジョン」の閣議決定、子ども・子育て

新システム検討会議の設置を皮切りに、幼保一体化を含む新たな次世代育成支援のた

めの包括的・一元的なシステムの構築について検討が始まりました。 

平成 24 年には、認定こども園、幼稚園、保育所を通じた共通の新たな給付や、認定こ

ども園法の改正などが盛り込まれた「子ども・子育て関連３法」が制定されました。 

新たな制度のもとで、「子どもの最善の利益」が実現される社会を目指すことを基本に、

制度、財源を一元化して新しい仕組みを構築し、子どもの幼児期の学校教育・保育の一

体的な提供、保育の量的拡充、家庭における養育支援等を総合的に推進していくことを

目指すものです。 

 

本市においても、子育てに関する多様なニーズを受け止め、安心して子どもを産み育

てることができる環境づくりが求められており、いきいきとした活力あるまちづくりを進める

上でも、本市の特性を活かし、総合的・計画的に子育て支援施策を推進していくために

計画を策定するものです。 
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２．計画の性格 

平成 24 年８月に「子ども・子育て支援法」、「認定こども園法の一部改正」、「子ども・子

育て支援法及び認定こども園法の一部改正法の施行に伴う関係法律の整備等に関する

法律」の子ども・子育て関連３法が成立し、これらの新制度に基づき、地域の実情に合わ

せた子育て支援の充実を図るものです。 

「子ども・子育て支援事業計画」（以下「事業計画」という。）は、５年間の計画期間にお

ける幼児期の学校教育・保育・地域の子育て支援についての計画となります。 

また、この事業計画は、本市のまちづくりの総合的指針である「第２次岩出市長期総合

計画」を上位計画に、これまで子育て支援施策の取組を進めてきた「次世代育成支援対

策推進法」に基づく「岩出市次世代育成支援行動計画」を継承し、その他の関連計画と

の整合性を図りながら、子ども・子育て支援法第 61 条の規定に基づく市町村子ども・子育

て支援事業計画として位置づけられます。 

  

３．計画の期間 

子ども・子育て支援法では、市町村が定める事業計画の期間は平成27年度からの５年

間を計画期間として定めています。 

そのため、本計画の計画期間は、平成 27 年度から平成 31 年度までの５年間とします。

また、５年間の計画期間中であっても、様々な状況の変化により見直しの必要性が生じた

場合、適宜、計画の見直しを行っていくものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

次世代育成支援行動計画【後期計画】

子ども・子育て支援事業計画

検証

策定
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４．計画の策定方法 

（1）ニーズ調査の実施 

この計画を作成するにあたり、子育て中の保護者の意見やニーズを的確に反映した計

画とするため、０歳から５歳の就学前児童の保護者 1,436人、小学生の保護者802人を対

象として、ニーズ調査を実施しました。 

 

（2）「岩出市子ども・子育て会議」の設置・開催 

この計画に子育て当事者等の意見を反映するとともに、本市における子ども・子育て支

援施策を子ども及び子育て家庭の実情を踏まえて実施するため、公募による委員及び子

育て支援に関する団体から推薦を受けた１７名の委員で組織する「岩出市子ども・子育て

会議」を設置し、計画の内容について審議しました。 
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第２章 岩出市の子どもと家庭を取り巻く環境の現状 

１．本市の少子化の動向 

（１）総人口の推移（平成 21 年～平成 25 年） 

本市の人口は、近年急速に増加し、平成 15 年には５万人を超え、その後も年々増

加し、平成 25 年４月１日現在では 53,276 人となっています。 

 

【総人口の推移（平成 21 年～平成 25 年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳及び外国人登録原票の合計（各年４月１日現在） 

 

（２）推計人口の推移（平成 27 年～平成 31 年） 

推計人口の推移を見ると、年々増加し、平成 31 年には 53,893人になると予測されま

す。 

【推計人口の推移（平成 27 年～平成 31 年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人） 

（人） 

資料：住民基本台帳（平成 21 年～平成 25 年）を基にコーホート変化率法にて推計 
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（３）年齢３区分別人口の推移（平成 21 年～平成 25 年） 

年齢３区分別人口の推移を見ると、年少人口は、近年緩やかではありますが、年々

減少しています。反対に、老年人口は増加しており、平成 25 年４月１日現在では

17.7％になっています。今後は、子どもを産む生産年齢人口の減少も見られるなど、少

子・高齢化はさらに進行するものと予測されます。 

 

【年齢３区分別人口の推移（平成 21 年～平成 25 年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳及び外国人登録原票の合計（各年４月１日現在） 

 

（４）年齢３区分別人口の推移（平成 27 年～平成 31 年） 

年齢３区分人口の推移を見ると、年少人口は年々減少し、反対に老年人口は増加し

ていくと予測されます。 

 

【年齢３区分人口の推移（平成 27 年～平成 31 年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳（平成 21 年～平成 25 年）を基にコーホート変化率法にて推計 
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2.53 

2.51 

2.45
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20,000

20,500

21,000
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平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

世帯数 平均世帯人員

（単位：世帯） （単位：人）

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年

9,501 12,973 16,178 17,771 19,529

核家族世帯 6,697 9,115 11,239 12,389 12,902

その他の親族世帯 1,880 2,050 2,050 1,906 2,124

非親族世帯 11 44 58 91 164

単独世帯 913 1,764 2,831 3,385 4,339

ひとり親世帯（再掲） 171 224 364 528 1,835

一般世帯数合計

 

 

２．家族や地域の状況 

（１）世帯数と平均世帯人員の推移 

人口の増加に伴い、世帯数も増加傾向が続いており、平成 25 年４月１日現在で

21,254 世帯となっています。しかし、１世帯あたりの平均世帯人員は年々減少してお

り、平成 12 年に初めて３人を割り込み 2.93人となり、平成 25 年には 2.51 人となってい

ます。 

 

【世帯数と平均世帯人員の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳及び外国人登録（各年 4 月 1 日現在）   

 

（２）世帯構成の推移 

世帯構成を見ると、各年とも核家族世帯が最も多く、単独世帯も増加しています。ま

た、ひとり親世帯が平成 22 年には 1,835 世帯と、平成２年と比較して約 10 倍に増加し

ています。 

 

【世帯構成の推移】 

 

 

 

 

 

 

（単位：世帯） 

資料：国勢調査 
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（単位：人）

 

 

（３）出生の動向 

本市の出生数は、平成 20年は 527 人となっていましたが、それ以降、増減を繰り返

しながらも徐々に減少し、平成 24 年では 480人となっています。一人の女性が一生に

産む子どもの数を示す合計特殊出生率は、全国・和歌山県より高く、1.50 台で推移し

ていますが、人口を維持するために必要な 2.08を下回っています。 

 

【出生の動向】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：人口動態統計 

 

【合計特殊出生率の動向】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：人口動態統計及び岩出保健所 
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（４）結婚の動向 

①婚姻・離婚数の推移 

婚姻数は、300件前後で推移し、平成 20年の 291件をピークに徐々に減少してい

ます。 

離婚数は、160 件前後で推移し、平成 23年の 139 件以降、増加の傾向が見られ

ます。 

 

【婚姻・離婚数の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料：人口動態統計 
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男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

全国 92.2 85.0 64.4 40.2 32.6 13.9 19.0 7.5

和歌山県 88.6 81.6 57.1 35.4 26.5 11.5 15.2 6.5

岩出市 86.2 76.6 44.3 26.2 17.7 9.2 9.9 4.0

全国 92.6 86.4 66.9 48.0 37.3 19.7 22.6 10.0

和歌山県 89.9 83.4 60.6 43.7 30.1 16.6 17.3 8.3

岩出市 87.3 77.3 45.7 29.3 18.8 10.6 10.6 6.5

全国 92.9 87.9 69.3 54.0 42.9 26.6 25.7 13.8

和歌山県 89.8 84.9 63.4 50.2 36.8 23.3 20.6 11.9

岩出市 88.8 80.9 49.8 36.7 21.3 14.3 13.3 8.3

全国 93.4 88.7 71.4 59.0 47.1 32.0 30.0 18.4

和歌山県 91.3 86.5 66.0 55.4 41.5 28.6 26.9 16.9

岩出市 88.8 82.8 54.2 44.4 28.7 19.5 17.2 11.3

全国 91.4 87.8 69.2 58.9 46.0 33.9 34.8 22.7

和歌山県 91.3 86.7 68.5 58.4 43.7 32.6 32.1 20.9

岩出市 91.2 84.9 60.1 50.4 34.0 25.2 22.5 15.1

平成２年

平成７年

平成12年

平成17年

平成22年

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳

 

 

②未婚率の推移 

本市の平成 22 年の未婚率を見ると、20～24歳では男性で 91.2％、女性で 84.9％

となっていますが、25～29歳では男性で60.1％、女性では50.4％となっています。ま

た、平成２年と平成 22 年を比較すると、25～29歳女性の未婚率が約２倍、30～34歳

で約 2.7倍、35～39 歳では約 3.8 倍と大きく上昇しています。 

 

【未婚率の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

（単位：％） 
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男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

総数（人） 9,144 5,728 12,127 7,340 13,583 8,575 13,865 9,695 13,470 10,037

第１次産業（％） 6.3 10.1 4.8 7.2 3.6 5.1 3.2 4.0 3.2 3.3

第２次産業（％） 37.8 21.3 38.5 20.0 37.2 17.3 33.1 14.3 31.2 12.1

第３次産業（％） 55.7 68.4 56.6 72.4 59.2 77.5 61.3 79.2 61.5 79.8

分類不能（％） 0.2 0.2 0.1 0.4 0.0 0.1 2.4 2.5 4.1 4.8

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年

15～

19歳

20～

24歳

25～

29歳

30～

34歳

35～

39歳

40～

44歳

45～

49歳

50～

54歳

55～

59歳

60～

64歳

65歳

以上

全国 14.9 66.0 72.4 64.7 64.0 68.4 72.2 70.5 61.8 45.7 14.1

和歌山県 14.7 70.2 73.2 64.9 65.9 70.6 73.0 69.5 59.9 43.9 14.2

岩出市 16.7 66.5 67.1 60.4 62.3 70.2 70.7 66.3 58.4 37.5 11.8

16.7 

66.5 

67.1 

60.4 

62.3 

70.2 70.7 

66.3 

58.4 

37.5 

11.8 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0（単位：％）

 

 

３．就業の状況 

（１）産業構造別就業率の推移 

産業構造別就業率を見ると、平成２年以降、男女ともに就業人数の増加が続いてい

ます。その内訳を見ると、第１次・第２次産業は減少傾向にあり、第３次産業は増加傾

向にあります。また、女性は男性に比べて第２次産業に従事する人の割合は低く、第３

次産業に従事する人が圧倒的に多くなっています。 

 

【産業構造別就業率の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

（２）女性の年齢別労働力率の推移 

女性の年齢別労働力率を見ると、結婚や子育て期と重なる 20歳代後半から 30歳代

前半にかけて一旦低下し、子育てが落ち着く 30 歳代後半には再び上昇するＭ字型カ

ーブを描いています。 

 

【女性の年齢別労働力率の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

資料：国勢調査（平成 22 年） 
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４．保育サービス等の提供状況 

（１）保育所の状況 

①認可保育所の状況 

認可保育所数は、平成 20年度までは公立６か所、私立２か所の計８か所でした

が、平成 21 年４月のおひさま保育園（旧 岩出第二保育所）、平成 24 年４月の山崎

北保育所の民営化により、現在は公立４か所、私立４か所となっています。児童数

は、1,300人前後で増減しています。在籍率を見ると、公立・私立ともに保育所によっ

て増減のばらつきが見られ、全体的には減少傾向にありましたが、平成 25 年度では

若干増加しています。 

【認可保育所の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

8 8 8 8 8

5 5 5 4 4

3 3 3 4 4

134 144 146 165 171

87 88 90 82 81

47 56 56 83 90

1,440 1,450 1,460 1,480 1,480

岩出保育所 120 120 120 120 120

山崎保育所 250 250 250 250 250

山崎北保育所 230 230 230

根来保育所 210 210 210 210 210

上岩出保育所 270 270 270 270 270

しらゆり保育園 120 120 120 120 120

さくら保育園 150 160 160 160 160

おひさま保育園（旧 岩出第二保育所) 90 90 100 120 120

山崎北保育園 230 230

1,279 1,311 1,351 1,324 1,344

岩出保育所 102 100 119 118 109

山崎保育所 212 216 206 216 236

山崎北保育所 179 190 206

根来保育所 215 198 200 188 203

上岩出保育所 219 203 199 174 164

しらゆり保育園 106 117 102 84 95

さくら保育園 167 184 199 190 196

おひさま保育園（旧 岩出第二保育所) 79 103 120 131 131

山崎北保育園 223 210

89.8 93.6 96.2 91.7 93.1

岩出保育所 85.0 83.3 99.2 98.3 90.8

山崎保育所 84.8 86.4 82.4 86.4 94.4

山崎北保育所 77.8 82.6 89.6

根来保育所 102.4 94.3 95.2 89.5 96.7

上岩出保育所 81.1 75.2 73.7 64.4 60.7

しらゆり保育園 88.3 97.5 85.0 70.0 79.2

さくら保育園 111.3 115.0 124.4 118.8 122.5

おひさま保育園（旧 岩出第二保育所) 87.8 114.4 120.0 109.2 109.2

山崎北保育園 97.0 91.3

公立

公立

公立

私立

公立

私立

定員数（人）

私立

児童数（人）

私立

在籍率（％）

保育士数（人）

設置数（か所）

公立

私立

資料：福祉課（各年 4 月 1 日現在） 
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利用者数 延べ利用 利用者数 延べ利用 利用者数 延べ利用 利用者数 延べ利用 利用者数 延べ利用

（人） 日数（日） （人） 日数（日） （人） 日数（日） （人） 日数（日） （人） 日数（日）

岩出保育所 3 13 - - 5 42 6 133 2 5

山崎保育所 2 10 - - 1 25 2 23 1 8

山崎北保育所 3 42 1 8 2 2

根来保育所 - - 1 7 1 8 - - 1 2

上岩出保育所 5 60 2 4 1 1 - - 2 9

おひさま保育園

（旧 岩出第二保育所）

6 36 5 31 4 27 8 27 9 55

山崎北保育園 19 97 21 138

19 161 9 50 14 105 35 280 36 217計

平成25年度平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

私立

公立

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

岩出保育所 761 1,089 937 1,299 1,292

山崎保育所 776 1,177 987 1,499 1,789

山崎北保育所 558 1,186 1,828

根来保育所 1,063 1,293 2,075 2,079 1,978

上岩出保育所 887 791 550 810 623

しらゆり保育園 272 788 788 494 1,112

さくら保育園 3,102 2,854 2,737 3,088 3,054

おひさま保育園

（旧 岩出第二保育所）

658 1,199 2,165 3,064 3,349

山崎北保育園 3,689 4,735

8,077 10,377 12,067 16,022 17,932

延べ利用日数（日）

私立

計

公立

 

 

②特別保育等の状況 

保護者が病気等で一時的に保育を必要とする児童を預かる一時預かり事業を、

平成 14 年度から保育所で実施しています。平成 25 年度では、利用者数 36 人、延

べ利用日数 217日となっています。 

 

【一時預かり事業の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

延長保育はすべての保育所で午後７時まで実施しており、保育所によって利用者

数にばらつきがありますが、全体的には年々増加傾向にあります。平成 25 年度の延

べ利用日数を見ると、前年よりおよそ 1,910 日増加し、17,932日となっています。 

 

【延長保育の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：福祉課 

 

資料：福祉課 
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平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

岩出保育所 24 21 24 16 24

山崎保育所 39 48 43 47 49

山崎北保育所 41 43 48

根来保育所 40 32 45 41 47

上岩出保育所 28 30 39 46 37

しらゆり保育園 26 34 27 23 41

さくら保育園 55 58 62 62 51

おひさま保育園

（旧 岩出第二保育所）

24 44 52 56 54

山崎北保育園 56 59

277 310 340 347 362

公立

私立

入所者数（人）

計

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

しらゆり保育園 3 9 2 3 8

さくら保育園 8 7 8 9 7

おひさま保育園

（旧 岩出第二保育所）

5 10 10 9 8

山崎北保育園 14 11

16 26 20 35 34

入所者数（人）

私立

計

 

 

乳児保育は、平成 20年度まではしらゆり保育園とさくら保育園の２か所で生後６か

月からの保育を実施していましたが、平成 21 年度からはおひさま保育園（旧 岩出

第二保育所）、平成 24 年度からは山崎北保育園で生後６週からの保育を開始しまし

た。 

【乳児保育（０歳児）の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低年齢児保育及び障害児保育は、ともにすべての保育所で実施しています。 

 

【低年齢児（３歳未満児）保育の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：福祉課（各年 4 月 1 日現在） 

 

資料：福祉課（各年 4 月 1 日現在） 
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平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

岩出保育所 14 18 12 16 20

山崎保育所 8 19 11 20 20

山崎北保育所 7 14 10

根来保育所 11 12 11 13 15

上岩出保育所 7 9 15 14 18

おひさま保育園

（旧 岩出第二保育所）

7 11 10 9 13

山崎北保育園 11 9

54 83 69 83 95

公立

私立

入所者数（人）

計

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

2 2 2 2 2

58 60 60 59 51

840 840 840 840 840

和歌山中央幼稚園 420 420 420 420 420

おのみなと紀泉台幼稚園 420 420 420 420 420

650 617 584 564 554

和歌山中央幼稚園 296 304 293 306 300

おのみなと紀泉台幼稚園 354 313 291 258 254

77.4 73.5 69.5 67.1 66.0

和歌山中央幼稚園 70.5 72.4 69.8 72.9 71.4

おのみなと紀泉台幼稚園 84.3 74.5 69.3 61.4 60.5

幼稚園数（か所）

教職員数（人）

定員数（人）

児童数（人）

在席率（％）

 

 

【障害児保育の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※手帳保持児童及び児童相談所が認定した児童 資料：福祉課（各年 4 月 1 日現在） 

 

（２）幼稚園の状況 

幼稚園数は、平成 25 年度で２か所とここ数年変化はありません。園児数は平成 21

年度をピークに徐々に減少しており、平成 25 年度では 554 人となっています。また、在

籍率を見ると、平成 25 年度には 66.0％となっています。 

 

【幼稚園の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：教育総務課（各年 5 月 1 日現在） 
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平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

6 6 6 6 6

129 135 134 132 128

218 231 240 235 229

児童数（人） 3,797 3,804 3,730 3,621 3,497

岩出小学校 470 445 416 397 382

山崎小学校 750 736 752 712 705

山崎北小学校 850 864 857 847 808

根来小学校 436 462 456 476 478

上岩出小学校 658 661 644 617 560

中央小学校 633 636 605 572 564

17.4 16.5 15.5 15.4 15.3教職員１人あたり児童数（人）

学校数（校）

学級数（クラス）

教職員数（人）

クラブ名 定員 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

ホープいわで 60 37 34 35 33 36

ホープやまさき 60 38 42 46 44 48

ホープねごろ 40 23 29 33 30 26

ホープかみいわで（Ａ） 40 20 17 22 17 18

ホープかみいわで（Ｂ） 40 20 19 18 20 19

ホープあいあい 60 37 45 39 31 46

ホープちゅうおう 60 36 32 37 30 39

合　計 360 211 218 230 205 232

 

 

（３）小学校の状況 

小学校数は、平成 13年度に１校開校し、公立小学校６校となっています。児童数

は、平成 22 年度以降、徐々に減少し、平成 25 年度では 3,497 人となっています。これ

に伴い、近年、学級数は微減、教職員数も減少しています。教職員１人あたりの児童数

は、平成 25 年度で 15.3人となっており、徐々に減少の傾向が見られます。 

 

【小学校の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）放課後児童クラブ（学童保育）・児童館の状況 

放課後児童クラブ在籍児数を見ると、各年度で増減が見られ、平成21年度から平成

25 年度では 230人前後の在籍児数となっています。 

 

【放課後児童クラブ在籍児数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人） 

資料：教育総務課（各年 10 月末現在） 

 

資料：教育総務課（各年 5 月 1 日現在） 
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平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

大人 2,857 1,678 1,499 1,443 777

子ども 2,018 4,675 4,812 7,554 5,014

計 4,875 6,353 6,311 8,997 5,791

大人 2,892 1,675 1,419 1,600 1,601

子ども 1,508 1,431 991 1,149 1,411

計 4,400 3,106 2,410 2,749 3,012

大人 555 1,368 646 1,044

子ども 0 314 886 1,177

計 555 1,682 1,512 2,221

大人 5,749 3,908 4,286 3,689 3,422

子ども 3,526 6,106 6,117 9,589 7,602

計 9,275 10,014 10,403 13,258 11,024

大池児童館

岡田児童館

上岩出児童館

計

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

20,531 21,701 23,756 25,077 26,416

０歳～12歳 4,081 4,027 4,067 3,944 3,936

13歳～15歳 1,736 1,718 1,855 1,929 1,869

16歳～ 14,714 15,956 17,834 19,204 20,611

372,472 365,339 357,556 335,244 343,947

０歳～12歳 80,508 89,623 93,654 90,269 83,426

13歳～15歳 12,729 7,106 3,613 3,215 8,090

16歳～ 279,235 268,610 260,289 241,760 252,431

108,961 106,413 104,043 108,956 111,698

０歳～12歳 20,545 23,342 24,299 26,423 24,182

13歳～15歳 3,916 2,218 1,112 1,108 2,697

16歳～ 84,500 80,853 78,632 81,425 84,819

登録者数（人）

貸出冊数（冊）

貸出者数（人）

 

 

児童館の利用者数については、平成 25 年度では、大人 3,422 人、子ども 7,602 人の

合計 11,024 人となっており、平成 21 年度と比較すると、大人の利用が減少しており、

子どもの利用が増加しています。 

 

【児童館利用者数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）図書館の状況 

図書館の利用状況を見ると、登録者数は年々増加し、平成 25 年度では 26,416 人と

市民の約半数の方が登録しています。 

 

【図書館の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人） 

資料：福祉課 

 

資料：岩出図書館 
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（６）公園の状況 

本市には、さぎのせ公園、水栖大池公園、植物公園緑花センター、根来山げんきの

森、西国分の東公園、堀口の交通公園、大宮緑地、紀泉台の大供公園など比較的大

規模な公園があります。また、根来公園墓地においても、芝生広場や遊歩道、市内が

一望できる展望台などを設けています。 

運動施設では、大宮緑地総合運動公園、根来若もの広場、根来総合運動広場、岡

田グラウンドなどがあります。 

その他、宅地開発時に設置された団地内の公園は、約 285 か所あり、身近な公園と

なっています。 

また、山崎地区で平成 22 年に完成した約 3.7haの面積を持つ「さぎのせ公園」、上

岩出地区では水栖大池の一部を造成して 0.8haの公園整備を行っています。 

 



18 

 

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

委員数（人） 86 90 90 90 91

うち男性委員数（人） 46 49 49 49 51

うち女性委員数（人） 40 41 41 41 40

１人あたり担当世帯数（世帯） 245 246 250 253 253

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

578 528 487 482 514

妊婦健康診査（件） 9,278 8,980 9,258 9,033 9,190

妊婦歯科検診（人） 157 171 138 162 117

４か月児健診（人） 537 532 508 474 466

７か月児健診（人） 527 541 513 487 451

１歳８か月児健診（人） 484 526 516 495 483

３歳６か月児健診（人） 464 470 454 483 494

１０か月児健康相談（人） 499 505 496 508 466

２歳６か月児健康相談（人） 454 461 508 523 478

妊婦教室（人） 70 71 87 73 82

親子教室（人） 723 906 820 571 554

子育て教室（人） 104 179 166 120 225

栄養教室（離乳食）（人） 90 84 49 71 66

発達相談（人） 435 444 445 382 381

母子保健推進員活動（件） 158 164 162 154 126

赤ちゃん訪問指導（件） 916 831 886 759 711

訪問指導（件） 109 114 108 130 130

低体重出生児数（人） 47 58 47 44 38

母子健康手帳交付（冊）

健

康

診

査

等

健

康

相

談

・

各

種

教

室

等

 

 

５．子育て支援サービス等の状況 

（１）民生委員・児童委員（主任児童委員）の状況 

民生委員・児童委員（主任児童委員）の人数を見ると、人口増加のため、平成 25 年

度の改選で４人を増員し、現在 91 人が活動しています。その内訳を見ると、男性委員

が 51 人、女性委員が 40人となっています。また、１人あたりの担当世帯数は 253世帯

と年々増加傾向にあります。 

 

【民生委員・児童委員（主任児童委員）の状況】 

 

 

 

 

 

 

（２）母子保健サービスの提供状況 

母子保健サービスの提供状況を見ると、年度ごとに多少のばらつきはあるものの、出

生数の減少とともに各事業とも減少傾向にあります。 

 

【母子保健サービスの提供状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：福祉課 

 

資料：保健推進課 
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平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

児童手当 4,134 4,933 4,835

子ども手当 5,207 5,076

児童扶養手当 719 741 763 752 739

特別児童扶養手当 103 110 113 116 116

心身障害児在宅扶養手当 176 180 174 183 183

障害児福祉手当 28 33 34 39 39

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

乳幼児医療費助成 3,485 3,440 3,379 3,309 3,031

ひとり親家庭医療費助成 2,020 2,108 2,097 2,048 1,968

重度心身障害児（者）医療費助成 1,112 1,128 1,132 1,152 1,180

総　　計 6,617 6,676 6,608 6,509 6,449

 

 

（３）各種手当・助成受給者数の状況 

各種手当受給者数の状況を見ると、児童手当、児童扶養手当は減少傾向、障害者

施策にかかる各種手当は増加傾向にあります。 

 

【各種手当受給者数の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種助成受給者数の状況は、平成 21 年度と平成 25 年度を比較すると、乳幼児医

療費助成、ひとり親家庭等医療費助成は減少傾向にあり、重度心身障害児（者）医療

費助成は増加傾向にあります。 

 

【各種助成受給者数の状況】 

 

 

 

 

 

 

（単位：人） 

（単位：人） 

資料：福祉課 

 

資料：保険年金課 

 



20 

 

84.0% 14.8% 1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前(N=836)

利用している 利用していない 不明・無回答

31.8%

6.1%

63.1%

2.4%

0.1%

0.4%

1.0%

0.7%

0.0%

0.0%

0.7%

0.7%

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

保育所（園）（市立・私立）

認定こども園

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

不明・無回答

就学前(N=702)

 

 

６．子育て家庭の状況とニーズの動向 

（１）子どもの状況 

① 保育サービスの利用状況 

就学前児童における保育サービスの利用状況を見ると、84.0％の方が保育サービ

スを利用していると答えています。また、利用している保育サービスの種別で見ると、

認可保育所が 63.1％と最も多くなっています。 

※以降図表中のＮは母数を表しています。 

 

【保育サービスの利用状況】 

 

 

 

 

 

 

岩出市資料：岩出市子ども・子育てに関するアンケート調査（平成 25 年 12 月） 

 

【保育サービスの利用種別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩出市資料：岩出市子ども・子育てに関するアンケート調査（平成 25 年 12 月） 
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36.6%

13.6%

61.2%

7.7%

0.7%

3.1%

1.7%

1.6%

0.8%

2.8%

0.7%

4.3%

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

保育所（園）（市立・私立）

認定こども園

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

不明・無回答

就学前(N=836)

53.9% 17.3% 26.6% 2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前(N=836)

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい 不明・無回答

 

 

② 保育サービスのニーズの動向 

保育サービスの利用希望を見ると、「保育所（園）（公立・私立）」が 61.2％、「幼稚

園」が 36.6％となっています。 

 

【平日の保育サービスの利用希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩出市資料：岩出市子ども・子育てに関するアンケート調査（平成 25 年 12 月） 

 

一方、土曜日の保育サービスの利用希望は、「ほぼ毎週利用したい」が 17.3％、

「月に１～２回は利用したい」が 26.6％、「利用する必要はない」が半数を超える

53.9％となっています。 

 

【土曜日の保育サービスの利用希望】 

 

 

 

 

 

岩出市資料：岩出市子ども・子育てに関するアンケート調査（平成 25 年 12 月） 
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79.2%

4.4%

13.9% 2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前(N=836)

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい 不明・無回答

84.2%

27.0%

59.5%

0.1%

3.9%

5.8%

0.0%

17.6%

2.0%

0% 25% 50% 75% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ〔学童保育〕

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

不明・無回答

就学児童(N=740)

 

休日の保育サービスの利用希望は、「ほぼ毎週利用したい」が 4.4％、「月に１～２

回は利用したい」が 13.9％、「利用する必要はない」が 79.2％となっています。 

 

【休日の保育サービスの利用希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 小学生の状況 

小学生の平日の放課後の過ごし方を見ると、「自宅」が 84.2％と最も多く、次いで

「習い事」が 59.5％、「祖父母宅や友人・知人宅」が 27.0％、「その他（公民館、公園

など）」が 17.6％となっています。 

 

【小学生の放課後の過ごし方（平日）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩出市資料：岩出市子ども・子育てに関するアンケート調査（平成 25 年 12 月） 

 

岩出市資料：岩出市子ども・子育てに関するアンケート調査（平成 25 年 12 月） 
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4.3% 80.1% 15.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学児童(N=718)

利用したい 今後も利用しない 不明・無回答

20.4% 65.5% 8.6% 5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学児童(N=740)

意向がある

意向がない

利用できる放課後子ども教室がない

不明・無回答

10.1%

14.1%

41.5%

36.8%

5.1%

7.8%

0% 25% 50% 75% 100%

放課後児童クラブを利用したい

放課後子ども教室を利用したい

クラブ活動など習い事をさせたい

利用を希望するサービスは特にない

その他

不明・無回答

就学児童(N=740)

 

④ 放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望 

学童保育を現在利用していない人の利用希望を見ると、「利用したい」と回答した

人は 4.3％となっており、「今後も利用しない」が 80.1％となっています。また、放課後

子ども教室に対する利用意向としては、「意向がある」が 20.4％、「意向がない」が

65.5％となっています。 

 

【放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望】 

 

 

 

 

 

 

岩出市資料：岩出市子ども・子育てに関するアンケート調査（平成 25 年 12 月） 

  

【放課後子ども教室の利用希望】 

 

 

 

 

 

 

 

岩出市資料：岩出市子ども・子育てに関するアンケート調査（平成 25 年 12 月） 

 

また、小学校４年生以降の放課後の過ごし方としての希望は、「クラブ活動など習

い事をさせたい」が 41.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

岩出市資料：岩出市子ども・子育てに関するアンケート調査（平成 25 年 12 月） 
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49.3%

41.1%

1.8%

17.7%

19.0%

44.3%

2.3%

1.8%

1.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

父母ともに

母親

父親

祖父母

幼稚園

保育所

認定こども園

その他

不明・無回答

就学前(N=836)

 

 

（２） 子育て家庭を取り巻く状況 

 

① 子育てにおける父親と母親の役割 

子育てにおける父親と母親の役割について見ると、「父親、母親ともに」が49.3％と

最も多く、次いで「保育所」が 44.3％、「母親」が 41.1％となっています。 

 

【子育てにおける父親と母親の役割】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   岩出市資料：岩出市子ども・子育てに関するアンケート調査（平成 25 年 12 月） 
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90.0%

94.9%

5.1%

2.6%

4.9%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学児童(N=740)

就学前(N=836)

いる／ある いない／ない 不明・無回答

 

 

② 気軽に相談できる人、場所 

気軽に相談できる人、場所について、就学前児童、就学児童ともに「いる／ある」と

答えた方が９割を超えています。 

 

 

【気軽に相談できる人、場所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩出市資料：岩出市子ども・子育てに関するアンケート調査（平成 25 年 12 月） 
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第３章 計画の基本的な考え方 

１．基本理念 

 

本計画は、子ども・子育て支援法に基づく基本指針を踏まえつつ、岩出市がこれまで

次世代育成支援行動計画の中で実現を目指してきた精神を継承し、次のように基本理念

を定めます。 

 

子ども 家庭 地域がともに夢をもてるまち いわで 

 

次代を担う子どもたちが個性豊かで健やかに育つことは、住民すべての願いであり、そ

の道筋を地域全体で支えていくことが大切です。 

すべての子どもの健やかな育ちを等しく保障し、子どもたちの最善の利益が実現される

社会を目指すために、地域全体が子育て支援に関心を持ち理解を深めていくことが必要

になります。 

様々な人々とのふれあいやつながりの中で、心豊かな子どもを育てていくとともに、子

育てを通じて、家庭・地域がともに成長し、夢をもてるまちを目指します。 
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２．基本的な視点 

基本理念のもとに、以下の 4 つの視点で施策を推進します。 

 

■一人一人の子どもを尊重する視点■ 

すべての子ども一人一人が、生命と人権が尊重され、幸せに育つことが保障されて

いることはもちろんのこと、人と人との関わりを通して、心豊かな人間性を形成し、子ども

の利益が最大限に尊重されるよう、子どもの視点に立って取組を進めていきます。 

また、障害、疾病、虐待、貧困など特に社会的な支援が必要な家庭に対して、子ども

への最善の利益がもたらせるように配慮します。 

 

■次代の親を育む視点■ 

子どもたちが次代の親となり、将来のまちづくりにとって欠かせない存在であることか

ら、子どもたちが未来に向かって夢と希望を抱き自ら考え行動し、自立して家庭を持つ

ことができるよう、乳幼児期、学童期、思春期などの特性を踏まえ、発達段階に応じた

質の高い教育・保育及び子育て支援の取組を進めていきます。 

また、次代に向けての社会基盤の構築、インフラの整備などのより住みやすく暮らし

やすいまちづくりに向けての施策を推進します。 

 

■親育ちを支援する視点■ 

社会環境や価値観の変化に伴い、子育て家庭の生活実態や子育て支援にかかる

利用者のニーズも多様化してきています。このような多様な個別ニーズに柔軟に対応

できるように、妊娠・出産期からの切れ目のない支援、子育てや子どもの成長に喜びや

生きがいを感じることができるような取組を進めていきます。 

また、子育てに対する負担や不安、孤立感をやわらげることで保護者が自己肯定感

を持って子どもと向き合えるような取組を推進します。 

 

■地域全体が子育てを支援する視点■ 

子どもの成長の基盤は家庭にありますが、地域社会での様々な経験を通じて社会 

的に成長します。職場や地域、学校、行政など地域社会全体が子どもの成長を喜びな

がら、それぞれの役割を果たし、協働して子育て家庭を支える仕組みづくりを構築でき

るような取組を進めていきます。 

また、男女がともに子育てに関わることができるよう、働き方を見直し、仕事と子育て 

の調和を実現するための施策を推進します。 
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３．基本目標 

基本理念を実現するために次の４つを基本目標とし、総合的に施策を推進していきま

す。 

 

基本目標１：安心して子どもを産み育てる環境をつくります 

すべての子どもが健やかに成長でき、保護者が安心して子どもを育てることができる

よう、母子の健康保持・増進、病気の予防や早期発見への取組に加え、緊急時や必要

時に適切な医療を受けることができる小児医療体制の充実など、妊娠・出産期からの

切れ目のない継続的な支援を推進します。 

 

基本目標２：地域で子育て家庭を支える環境をつくります 

子育ての基本は家庭にありますが、子どもは社会を構成する一員であり、心身ともに健や 

かに育むためには、家庭はもちろんのこと、地域・企業・行政をはじめ、地域社会全体がそ

れぞれの立場における役割を担いながら協力し合い、子育てを支えることが重要です。 

地域における子育てに関する様々な支援の充実を図るとともに、すべての子育て家庭が

身近に感じることができる、地域一体となった子育て支援体制づくりを推進します。 

 

基本目標３：子どもの最善の利益を支える環境をつくります 

子どもはその一人一人がかけがえのない個性ある存在であり、その子どもたちの「生

きる力」を育みながら子どもの健やかな育ちを尊重し、保障できる社会を目指します。 

また、昨今問題になっている児童虐待などの子どもの人権が脅かされている状況に

も早期発見、早期対応を常とし、場合によっては適切な社会的養護につなげます。 

 

基本目標４：健全な子どもを育む教育・保育環境をつくります 

子どもが成長するにつれ、子どもの置かれる状況は大きく変化していきます。幼稚

園・保育所から小・中学校へつながる一体的な支援を構築していきます。 

また、昨今、子どもに関する社会的事件が急増していることから、安心して外出した

り、子どもを犯罪・有害な情報から守るための取組、子どもが本来持っている感性や他

人を思いやる心を育むことができるような環境づくりを推進します。 
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４．施策の体系 

 

 

２．地域で子育て家庭を支える環境をつくります 

３．子どもの最善の利益を支える環境をつくります 

４．健全な子どもを育む教育・保育環境をつくります 

（１）地域子育て支援事業の充実 

（２）仕事と子育ての両立の推進 

（３）地域における子育て支援のネットワークづくりの推進 

（４）地域における子どもの安全確保の推進 

（１）児童虐待防止など要保護児童対策の推進 

（２）障害のある子どもと家庭への支援 

（３）ひとり親家庭への支援 

（４）子どもの貧困問題への取組の推進 

（１）教育・保育施設、地域型保育事業の推進 

（３）家庭・地域の教育環境の充実 

（４）子どもの居場所づくりの推進 

（５）子どもの健全育成活動の推進 

１．安心して子どもを産み育てる環境をつくります 

（１）子育て相談・情報提供の充実 

（２）子どもと親の健康づくりの推進 

（３）小児医療体制の充実 

（４）子育て家庭の経済的負担の軽減 

（５）子どもが遊べる環境の整備 

（２）学校教育環境の充実 
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第４章 施策の推進方向 

１．安心して子どもを産み育てる環境をつくります 

（１）子育て相談・情報提供の充実 

No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

1 

【新規】 

利用者支援事業 

利用者支援員を中心に、子育て家庭の「個別ニー

ズ」を把握し、教育・保育施設及び地域子ども・子育

て支援事業等の利用にあたっての「情報収集」「提

供」「相談」「利用支援・援助」を行います。 

子育て支援課 

2 

地域子育て支援拠

点事業（子育て支援

センター） 

子育て支援の拠点として、乳幼児のいる子育て中

の親子の交流や育児相談、情報提供等を実施しま

す。 

地域子育て支援センターいわで（岩出保育所内）、

地域子育て支援センターあいあい（岩出市総合保

健福祉センター内）の２か所で実施しています。 

子育て支援課 

3 

【新規】 

養育支援訪問事業 

妊娠・出産・育児に対して特に孤立感や負担感等

のある家庭に対し、訪問支援員、保健師等を派遣

し、育児・家事の援助や相談など、家庭での安定し

た養育環境を整えるための支援を行います。 

子育て支援課 

4 

乳児家庭全戸訪問

事業（こんにちは赤

ちゃん事業） 

生後４か月までの乳児のいるすべての家庭を訪問

し、様々な不安や悩みを聞き、子育て支援に関する

情報提供等を行います。また、親子の心身の状況

や養育環境等の把握や助言を行い、支援が必要な

家庭に対しては適切なサービス提供につなげま

す。 

保健推進課 

5 

子育てサークルへ

の支援 

子どもたちの健やかな成長を目指して、地域におけ

る子育てを支援するために市内の自主的な子育て

サークルを登録し、そのサークルに対して総合保健

福祉センター利用料を免除し、その活動を支援する

とともに地域の子育て力を向上させます。また、セ

ンター内の掲示板にサークルのチラシを掲示し、来

所者に情報提供を行います。 

保健推進課 

6 

【新規】 

地域子育て応援環境

促進事業 

子育て応援サイトを開設し、市民に対し子育てを支

援する様々な情報を総合的に提供します。また、安

心して子育てできる環境づくりに取り組む事業者を

子育て応援事業者として登録し、同サイトを通じて

広く市民に紹介します。 

子育て支援課 

7 子育て講演会 

子育て中の親を対象に、講演会を実施します。 

正しい子育て情報を得るとともに、自らの子育てを

振り返り、より良い子育ての実践に役立てます。ま

た、子育て中の外部との接触が困難な時期に、リフ

レッシュの機会を提供します。 

和歌山中央幼稚園 
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No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

8 子育て相談事業 

医師と教育者による子育て相談を行います。 

子育て不安や、誤った子育て観を持っている保護

者を対象に、各回ごとにテーマを決めて、教育と医

学の両面からアドバイスを行います。正しい情報を

提供することによって、子育てに対する不安や誤解

を排除し、安定した精神状態で自信を持って子育て

できる下地をつくります。 

和歌山中央幼稚園 

9 

子育て支援 

コーナー事業 

妊娠・出産・育児・しつけ・家庭教育など「子育て」に

関する様々な資料を集めた子育て支援コーナーを

総合保健福祉センター図書室内に設置し、本に接

する機会の提供を行います。また、子育て関係機

関や団体等が作成した各種のパンフレット・イベント

チラシを設置し、情報提供を行います。 

岩出図書館 

 

 

（２）子どもと親の健康づくりの推進 

No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

10 

子ども医療費助成

事業 

岩出市に居住する小学校就学前児童の入院及び

通院、小・中学生の入院にかかる医療費の自己負

担分の全額助成、小・中学生の通院にかかる自己

負担分の一部を助成することにより、児童の福祉

向上を図ります。 

保険年金課 

11 

乳幼児健康診査・ 

健康相談事業 

異常の早期発見だけでなく、育児支援の場として健

康診査・健康相談を実施します。 

保健推進課 

12 

乳幼児健康診査・ 

健康相談後の 

要指導児への対応 

○子育て教室…歩行を獲得するまでの子どもを対

象に、健診後のフォローアップとして母親がいきい

きと子育てができ、また保育や遊びを充実すること

で子どもの発達を豊かに伸ばします。 

○親子教室…自分の持っている力を十分に発揮で

きない子どもたちに集団の場を与え、保育や遊びを

充実することで発達を豊かに伸ばします。 

保健推進課 

13 

妊婦健康診査事業

及び妊婦に関する

事業 

妊娠の早期から妊娠・出産に関する情報を提供し、

安心して出産できるよう、また産後自信を持って育

児ができるよう、正しい情報を提供するために、以

下の事業を実施します。 

○母子健康手帳の交付 

○妊婦健康診査費助成事業（14回） 

○妊婦歯科健康診査費助成事業（１回） 

○一般不妊治療費助成事業 

○パパママ教室（妊婦教室） 

保健推進課 
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No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

14 予防接種事業 

予防接種法に基づき実施します。 

個別：ヒブワクチン、小児肺炎球菌ワクチン、

DPT-IPV（４種混合）、ＢＣＧ、ＭＲ（風しん・麻し

ん）、水痘、日本脳炎、DPT（３種混合）、不活化ポリ

オワクチン、ＤＴ（二種混合）、子宮頸がんワクチン 

保健推進課 

15 乳幼児栄養指導 

母体の健康及び胎児の発育、乳幼児時期の栄養

指導は、健康と食習慣形成の上で重要であるた

め、乳幼児健診や各種相談時に、個人の状況や発

達段階に合わせた栄養指導を行います。 

保健推進課 

16 栄養教室（離乳食） 

食事は子どもの心と体の成長にとって必要不可欠

であり、「授乳・離乳の支援ガイド」を踏まえ、成長

に合わせた離乳食の進め方、献立、つくり方等の

相談、指導を行うとともに、母親の不安の軽減に努

めます。 

保健推進課 

17 

食生活改善推進員

活動 

食生活改善推進員が、地域における高齢者から乳

幼児の食生活に関する問題点を把握し、対象者に

啓発及び実践活動を行います。 

保健推進課 

18 食育教室 

保護者を対象に、料理教室や栄養士による食育教

室を開催し、子どもの健全な食生活について考える

場を提供します。また、園児に対しては給食を通し

て食育に取り組みます。 

おのみなと紀泉台幼

稚園 

19 

市立保育所における

食育推進事業 

市立保育所では、食の安全を第一に考え、季節の

食材や行事食を取り入れ、子どもたちの食への関

心を高めるとともに、食事の楽しさ大切さを伝えま

す。 

また、すべての保育所でアレルギー対応食の実施

を行います。 

市立保育所 
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（３）小児医療体制の充実 

No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

20 

那賀病院小児救急

医療及び那賀休日

急患診療の支援 

救急医療体制を整え、充実が図れるように支援に

努めます。 

保健推進課 

21 

那賀歯科医師会休

日急患診療の支援 

救急医療体制を整え、充実が図れるように支援に

努めます。 

保健推進課 

22 病児保育事業 

病気の回復期であり、かつ、集団保育が困難であ

る児童を、保育等の専門スペースにおいて一時的

に預かる「病後児保育」を実施します。また、「いわ

で・きのかわファミリー・サポート・センター」では病

児・病後児の預かりを実施します。 

子育て支援課 

23 

小児成育医療支援

事業 

医師・社会福祉士・臨床心理士・ソーシャルワーカ

ーが子どもの発育・発達のこと、子育ての悩み、学

校での問題など子どもについての相談に応じます。

電話相談をし、必要に応じ和歌山医大にて来室相

談を行います。 

保健推進課 
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（４）子育て家庭の経済的負担の軽減 

No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

10 

【再掲】 

子ども医療費助成

事業 

岩出市に居住する小学校就学前児童の入院及び

通院、小・中学生の入院にかかる医療費の自己負

担分の全額助成、小・中学生の通院にかかる自己

負担分の一部を助成することにより、児童の福祉

向上を図ります。 

保険年金課 

13 

【再掲】 

妊婦健康診査事業

及び妊婦に関する

事業 

妊娠の早期から妊娠・出産に関する情報を提供し、

安心して出産できるよう、また産後自信を持って育

児ができるよう、正しい情報を提供するために、以

下の事業を実施します。 

○母子健康手帳の交付 

○妊婦健康診査費助成事業（14回） 

○妊婦歯科健康診査費助成事業（１回） 

○一般不妊治療費助成事業 

○パパママ教室（妊婦教室） 

保健推進課 

24 児童手当 

中学校修了前の児童の養育者に手当を支給する

ことにより、次代の社会を担う児童の健やかな育ち

を支援します。 

子育て支援課 

25 児童扶養手当 

離婚、死亡等のために父または母と生計を同じくし

ていない児童を監護または養育している方に支給

します。また、父または母が一定の障害状態にある

児童を監護または養育している方についても支給

します。 

子育て支援課 

26 

障害児福祉手当

（国） 

精神または身体に重度の障害を有する 20 歳未満

の児童に手当を支給するとともに、障害児の福祉

の増進に努めます。 

福祉課 

27 

特別児童扶養手当

（国） 

精神または身体に障害のある 20 歳未満の児童を

監護または養育している方に対して、手当を支給す

ることにより、障害児の福祉の増進に努めます。 

福祉課 

28 

心身障害児在宅扶

養手当（市） 

精神または身体に障害を有する 20 歳未満の児童

について市から手当を支給することにより、障害児

の福祉の増進に努めます。 

福祉課 

29 

第三子以降にかかる

保育料助成事業 

保育所等に通所する児童が、当該世帯の３人目以

降の児童であって、「児童福祉法」第 24条第１項の

保育の規定による保育の実施が行われた日の属

する月の初日において、満３歳に達していない児童

の保育料を無料とします。 

子育て支援課 

30 

ひとり親家庭等医療

費助成事業 

岩出市に居住する配偶者のない父または母で、児

童を扶養している者及びその児童に対し、医療機

関等で自己負担すべき医療費を助成することによ

り、ひとり親家庭の福祉向上を図ります。 

保険年金課 
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No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

31 

重度心身障害児（者）

医療費助成事業 

岩出市に居住する重度心身障害児（者）に対し、医

療機関等で自己負担すべき医療費を助成すること

により、重度心身障害児（者）の福祉の向上を図り

ます。 

保険年金課 

32 養育医療事業 

岩出市に居住する身体の発育が未熟なまま生ま

れ、入院を必要とする乳児が、指定医療機関にお

いて入院治療を受ける場合にその治療に要する医

療費を助成します。 

保険年金課 

33 

要保護・準要保護児

童生徒援助費 

教育基本法第４条第３項並びに「学校教育法」第19

条の規定に基づき、経済的理由によって就学が困

難と認められる児童生徒に対し、就学の援助を行

い、もって小学校及び中学校における義務教育の

円滑な実施に努めます。 

教育総務課 

34 

特別支援教育就学

奨励費 

市立小学校及び中学校の特別支援学級に在籍す

る児童生徒の保護者に対し、特別支援教育就学奨

励費を支給し、特別支援教育の振興を図ります。

（当該保護者の属する世帯の収入額が「生活保護

法」第８条第１項の規定により算定された需要額の

2.5倍未満の額である場合） 

教育総務課 

35 

私立幼稚園就園奨

励費補助金の交付 

私立幼稚園の設置者が保育料及び入園料の減免

を行う場合に、私立幼稚園就園奨励費補助金交付

要綱に基づき、当該私立幼稚園の設置者に対し

て、補助金を交付することで、保護者の経済的負担

の軽減を図り、幼稚園への就園を奨励します。 

子育て支援課 

 

 

（５）子どもが遊べる環境の整備 

No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

36 歩道設置事業 

歩道設置については、市の重点業務と位置づけ、

年次計画に基づき事業を行い、歩行者の安全確保

に努めます。 

土木課 

37 都市公園事業 

子どもたちが自由に遊べ、安全に過ごし、自然や地

域住民とふれあうことのできる遊び場として活用さ

れるよう、各公園等の整備の充実を図ります。 

都市計画課 
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２．地域で子育て家庭を支える環境をつくります 

（１）地域子育て支援事業の充実 

No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

2 

【再掲】 

地域子育て支援拠点

事業 

（子育て支援センター） 

子育て支援の拠点として、乳幼児のいる子育て中

の親子の交流や育児相談、情報提供等を実施し

ます。 

地域子育て支援センターいわで（岩出保育所内）、

地域子育て支援センターあいあい（岩出市総合保

健福祉センター内）の２か所で実施しています。 

子育て支援課 

6 

【再掲】 

地域子育て応援環境

促進事業 

子育て応援サイトを開設し市民に対し子育てを支

援する様々な情報を総合的に提供するとともに、

安心して子育てできる環境づくりに取り組む事業

者を子育て応援事業者として登録し、同サイトを通

じて広く市民に紹介します。 

子育て支援課 

38 児童館運営事業 

健全な遊びを通して、多様な経験を積みながら健

康に育つよう児童館を開放します。 

福祉課 

39 

ゆめホール並びに 

園庭開放事業 

園内のゆめホール並びに園庭を地域に開放し、以

下の事業を展開します。 

○子どもたちが安心して遊べる場所の提供 

○子育て中の親同士の交流 

○子どもの健やかな成長と保護者の精神的安定

を促し、幼稚園職員と接触を持つことによって、

子育ての相談窓口を提供 

和歌山中央幼稚園 

40 図書館開放事業 

園内の図書館を地域に開放し、以下の事業を展

開します。 

○幼児図書専門図書館を核とした絵本講座等 

○絵本を通じた子育てについての啓蒙活動 

○子育て世代に良い絵本を紹介するとともに、読

み聞かせの方法等を啓蒙します。 

また、絵本の紹介等での接触をきっかけとして、

子育てに関わる情報提供や、困っている事への

相談窓口として役割を果たします。 

和歌山中央幼稚園 

41 幼児教育センター 

未就園児を対象に、親子ともに参加して子育てを

語ることができる場を提供します。テーマに沿っ

て、親子で楽しんで遊びます。 

おのみなと紀泉台幼

稚園 
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No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

42 

図書館（ボランティア

等）による読み聞かせ

事業 

岩出図書館、総合保健福祉センター図書室で、定

期的におはなし会を実施します。また、市内保育

所等の参観に合わせて、訪問おはなし会を開催し

ます。おはなし会を通して、絵本の持つ力につい

て啓発活動を行います。０歳からすべての乳幼児

とその保護者が絵本を通して楽しい時間を過ごす

とともに、子どもの豊かな心を育て、親子の絆を養

ってもらえるよう子育てを支援します。 

岩出図書館 

43 

市立保育所地域 

活動事業 

老人ホームやデイサービスセンター等へ訪問し、

リズム表現や劇遊び、製作、伝承遊び等を通して

世代間のふれあい活動を行います。 

市立保育所 

44 地域活動の育成 

子ども会の地域組織活動の育成やその指導者の

育成を図るとともに、地域ボランティア等の協力・

地域との連携を図り、地域児童の健全育成に努め

ます。 

生涯学習課 

45 公民館文化教室 

書道や少年少女コーラス等の教室を公民館で実

施することにより、教養や技術等が身につき、 子

どもから大人まで各世代の人々が集い、情報交換

や仲間づくりを促進するとともに、世代間交流につ

なげます。また、公民館フェア等を通じて、その成

果を発表することにより生涯学習を行います。 

生涯学習課 

46 

公民館（夏休み・冬休

み）子ども講座 

夏休みや冬休みを利用して、小学生または親子を

対象とした多様な教室を公民館で実施することに

より、教養・技術が身につき、子どもから大人まで

各世代が集い、世代間交流につなげます。また、

市内の各小学校から児童が集まることにより、学

校間の情報交換や仲間づくりを促進します。 

生涯学習課 

47 

アリーナで遊ぼう 

事業 

スポーツやレクリエーション活動を通じ、青少年の

健全育成及び生涯スポーツの普及振興を図ること

を目的に、市民総合体育館アリーナを無料開放

し、誰もが手軽に楽しめるスポーツの場を提供しま

す。 

生涯学習課 

48 

まちづくり協議会の

活用 

まちづくりへの官民協働と意識形成に向けた自主

的な参加を促進させます。 

産業振興課 

49 

放課後子ども教室 

推進事業 

子どもたちが地域社会の中で、心豊かで健やかに

育まれる環境づくりを推進するため、各小学校に

おいて実施します。また、実施には地域の人々を

指導者（教育活動推進員）、補助者（教育活動サ

ポーター）として依頼し、地域教育力、家庭教育力

の向上を図るため、青少年育成市民会議や保護

司会等青少年に関わる各種団体の方々をはじ

め、ＰＴＡと連携を図り、取組を実施します。 

生涯学習課 
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No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

50 

きのくに共育 

コミュニティ推進事業 

地域ぐるみで子どもを育てるとともに、地域の方々

のそれぞれの経験や学習成果を活かせる場を広

げ、地域の教育力を高めるため、学校・保護者・地

域の連携体制を図り、地域ぐるみで子どもたちを

支援します。現在、根来小学校において、コーディ

ネーターを軸に、校庭の芝生の管理や調理実習、

裁縫実技、書道指導など、学習支援に地域の方

々をボランティアに迎え、実施しています。 

生涯学習課 

51 

図書館ボランティア

事業 

身につけた知識や技能、特技を持った図書館ボラ

ンティアが、岩出図書館や地元の学校、保育所等で

読み聞かせや映画会などを行います。今後も、より

多くの図書館ボランティアが地域で活躍できるよう

支援します。 

岩出図書館 
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（２）仕事と子育ての両立の推進 

No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

22 

【再掲】 

病児保育事業 

病気の回復期であり、かつ、集団保育が困難であ

る児童を、保育等の専門スペースにおいて一時的

に預かる「病後児保育」を実施します。また、「いわ

で・きのかわファミリー・サポート・センター」では病

児・病後児の預かりを実施します。 

子育て支援課 

52 

男女共同参画の 

視点に立った講座・

講演会 

○子育てに関する講演会開催 

○家庭に関する男性向けの講座開催 

○父親の子育て参加を勧める講座や体験学習など

の開催 

○各種事業における保育付き機能の拡充 

○イベント開催日への配慮 

性別に関わりなく、それぞれのライフステージに応

じて、多様な学習意欲に応えられるよう学習機会の

整備・充実を図り、市民に多様な学習機会を提供

し、仕事と子育ての両立を支援します。 

市長公室 

保健推進課 

生涯学習課 

53 

教育・保育提供体制

の確保事業 

子ども及びその保護者が置かれている環境に応じ

て、子どもの保護者の選択に基づき、多様な施設

または事業者から、良質かつ適切な教育及び保育

その他の子ども・子育て支援が総合的かつ効率的

に提供されるよう、その提供体制を確保します。 

子育て支援課 

54 

時間外保育事業 

（延長保育） 

保護者の就労時間や通勤時間の確保のため、通

常保育の時間を概ね 30 分以上延長して保育所等

で子どもを預かります。 

子育て支援課 

55 一時預かり事業 

家庭で保育している乳幼児が、保護者の入院、傷

病、冠婚葬祭、育児疲れ解消等の理由により保育

が必要となる場合に一時的に保育所等で保育を行

います。 

子育て支援課 

56 障害児保育事業 

保育所等において、保育を必要とする障害児の保

育を実施します。 

子育て支援課 

57 

ファミリー・サポート・

センター事業 

育児の援助を受けたい人（利用会員）と、援助を行

いたい人（スタッフ会員）のネットワークをつくり、利

用会員がセンターに連絡すると、スタッフ会員を紹

介してくれる相互援助活動を行います。 

活動内容は、「保育施設での保育が始まる前、終

わった後に児童を預かる」、「保育施設までの送

迎」、「学校の放課後、学童保育終了後に児童を預

かる」、「保護者の用事の時に児童を預かる」などで

す。 

子育て支援課 
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No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

58 

子育て短期支援事業 

（ショートステイ事業） 

保護者が疾病、看護、災害、冠婚葬祭、公的行事

への参加等により、一時的に養育困難となった家

庭の児童を、児童福祉施設等において一時的に養

育を行います。 

子育て支援課 

59 

子育て短期支援事業

（トワイライトステイ事

業） 

保護者が仕事等の事由によって帰宅が恒常的に

夜間になるため、児童に対する生活指導、夕食の

賄い等を行うことが困難となっている家庭の児童を

児童福祉施設等に通所させ、生活指導、夕食の提

供を実施します。 

子育て支援課 

60 休日保育事業 

休日に保護者が就労や、傷病、出産等の理由によ

り、家庭で保育できない場合に、保育所等で児童を

お預かりする休日保育を実施します。 

子育て支援課 

61 

放課後児童健全育成

事業（学童保育） 

保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校に

就学している児童に対し、授業の終了後等に小学

校の空き教室等を利用して、適切な遊び及び生活

の場を与えてその健全な育成を図ります。 

子育て支援課 

62 

幼稚園における数え

３歳児保育 

幼稚園入園を希望している満２歳から幼稚園就園

前の幼児の保育を行います。 

おのみなと紀泉台幼

稚園 

63 

預かり保育事業 

（幼稚園型） 

幼稚園の保育終了後及び長期休暇中の幼稚園児

を受け入れ、保護者の子育て負担を軽減し、仕事

を持つ親が安心して働ける環境をつくります。 

また、子どもが健やかに成長するための精神的・物

理的に安全な環境を提供します。 

和歌山中央幼稚園 

おのみなと紀泉台幼

稚園 

64 夜間保育事業 

保護者の就労形態が多様化している中で、夜間に

おいても保育に欠ける児童に対する保育需要に対

応するため、保育施設等において夜間保育の実施

を検討します。 

子育て支援課 

65 

男女共同参画推進

事業 

性別に関わりなく、あらゆる分野で対等のパートナ

ーシップを発揮できる「女（ひと）と男（ひと）が共に

生きる社会（まち）」の実現を目指したまちづくりを推

進します。この活動に積極的に協力してくれるボラ

ンティア（岩出市男女共同参画推進員）と連携し、

男女共同参画に関する活動の企画、情報の収集

や提供、広報紙(リーフレット）の作成、イベント等へ

の協力やワーク・ライフ・バランスを含め男女共同

参画について広く啓発活動などを行います。 

市長公室 
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（３）地域における子育て支援のネットワークづくりの推進 

No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

5 

【再掲】 

子育てサークルへ

の支援 

子どもたちの健やかな成長を目指して、地域におけ

る子育てを支援するために市内の自主的な子育て

サークルを登録し、そのサークルに対して総合保健

福祉センター利用料を免除し、その活動を支援する

とともに地域の子育て力を向上させます。また、セ

ンター内の掲示板にサークルのチラシを掲示し、来

所者に情報提供を行います。 

保健推進課 

17 

【再掲】 

食生活改善推進員

活動 

食生活改善推進員が、地域における高齢者から乳

幼児の食生活に関する問題点を把握し、対象者に

啓発及び実践活動を行います。 

保健推進課 

66 

民生委員・児童委員

活動 

地域における身近な相談者として、児童の健全育

成や地域福祉の充実を図るとともに、児童福祉を

専門に担当する主任児童委員が中心となって、地

区担当民生委員・児童委員と協力し、保護を必要と

する児童の把握、支援、見守りを行います。 

福祉課 

67 母子保健推進員活動 

母子保健推進員（65 名）が、地域における母子保

健事業に積極的に協力し、行政とのパイプ役とし

て、また身近な相談者として活動を行います。 

保健推進課 

68 小作品の手作り会 

子育て中の親を対象に、壁掛け・ハイドロカルチャ

ー等の小作品の手作り会を行い、親同士のネット

ワークづくり、自然発生的互助会組織の構築に役

立てます。 

和歌山中央幼稚園 

69 

地域見守り協力員

制度 

地域見守り協力員は、地域でのさりげない見守りや

声かけ等の福祉活動を行うボランティアです。見守

り活動の中で、育児不安を抱えている人や虐待が

疑われる情報等を得た場合、速やかに民生委員・

児童委員を通じて関係機関に連絡し、適切な支援

につなげます。 

福祉課 

70 

パパママ教室 

（妊婦教室） 

妊娠中、健やかに過ごすことができ、自信を持って

出産、育児に臨めるように実施します。また、出産

後も子ども、親が地域で孤立しないように仲間づく

りを推進します。 

保健推進課 
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（４）地域における子どもの安全確保の推進 

No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

71 

喫煙・飲酒・薬物乱用

防止教育の実施 

喫煙・飲酒・薬物乱用の防止に関する認識を深め、

現在及び将来において、健康で安全な生活を送る

態度を育成する教育を進めます。また、警察や医

療機関等の関係機関と連携しながら、児童・生徒の

健康で安全な生活を築こうとする態度を育成しま

す。保護者に対しても保健だより、生徒指導だよ

り、学校だよりなどを使って啓発を行います。岩出

市青少年センターでも啓発・指導・補導・相談活動

を行います。 

保健推進課 

生涯学習課 

教育総務課 

72 

岩出市青少年育成

市民会議の活動 

21世紀を担う人づくりのため、家庭・学校・地域社

会が一体となり、市民総ぐるみによる「子どもを育て

る地域づくり」を目指し、地域活動活性化を図る機

会として校区別懇談会の開催や、意識啓発を目的

として、市民大会・講演会・育成だよりの発行など

様々な活動を行います。また、地域・家庭・学校・保

護者の連携の強化を図り、青少年の健全な育成に

努めます。 

生涯学習課 

73 

関係機関・団体との

連携 

子どもたちを交通事故から守るため、警察、学校、

自治会など関係団体等と連携した協力体制の強化

を図ります。 

総務課 

74 

岩出市交通少年団

活動の支援 

岩出市交通少年団の活動助成・支援を通じて、小

学生の交通安全意識の向上及び交通事故防止を

図ります。 

総務課 

75 中学生防災訓練 

中学校３年生を対象とし、防災に関する知識・技術

を習得することにより、災害対応能力を身につけ、

家庭、学校、地域において被害を最小限に抑える

ことができる人材の育成を図ります。 

市内中学校 

76 

防災ジュニアリーダ

ー養成講座 

中学生を対象とし、防災に関する知識・技術を習得

することにより、災害対応能力を身につけ、責任感

・連帯感を養い、家庭、学校、地域において防災の

啓発・指導できるジュニアリーダーの育成を図りま

す。 

市内中学校 

77 防犯灯の整備 

区・自治会長等の申請に基づく、防犯灯の新設及

び器具交換に対する支援と市管理防犯灯の維持

管理を行い、夜間における市民の安全と防犯に努

めます。 

生活環境課 
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No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

78 きしゅう君の家 

自分の身は自分で守るという意識を強めるととも

に、地域住民にも自主防犯意識を促し、地域の安

全を確保する運動の一環として地域ぐるみによる

地域安全対策を推進します。子どもを犯罪被害か

ら守り保護するため、趣旨に賛同した家を「きしゅう

君の家」としてステッカーを貼り、緊急のときに子ど

もが助けを求めることができ、子どもの安全を確保

するとともに、子どもたちの安心・安全な環境づくり

を推進します。 

生涯学習課 

79 

岩出市子ども安全

パトロール隊 

登下校時間帯に通学路に立って児童・生徒に声か

けを行うとともに、啓発ボードを自転車カゴ等に取り

付け巡回し、犯罪や事故に巻き込まれることがない

よう見守り活動を推進します。 

また、学校行事や不審者などの情報をいち早く伝

達できるよう、各小学校を中心として構築したネット

ワークの積極的な活用に努めます。 

郵便局や銀行などの関係機関や一般のボランティ

アの方たちによる見守り活動を推進します。 

街頭指導・パトロールを実施し、青少年の非行防止

など子どもを守る活動の強化に努めます。 

通学路に設置された見守りカメラを活用し、下校時

の子どものモニタリングを行い、子どもの安全確保

に努めます。見守り活動の補完として青色防犯パト

ロール隊によるパトロール活動を実施します。 

生涯学習課 

80 あいさつ運動 

各小学校区において、登校時に地域住民、教員、

青少年育成市民会議委員等が通学路に立って児

童・生徒に声かけを行うとともに、犯罪や事故に巻

き込まれることがないよう見守っていく「あいさつ運

動」（声かけ）を推進します。 

生涯学習課 
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３．子どもの最善の利益を支える環境をつくります 

（１）児童虐待防止など要保護児童対策の推進 

No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

3 

【再掲】 

養育支援訪問事業 

妊娠・出産・育児に対して特に孤立感や負担感等

のある家庭に対し、訪問支援員、保健師等を派遣

し、育児・家事の援助や相談など、家庭での安定し

た養育環境を整えるための支援を行います。 

子育て支援課 

4 

【再掲】 

乳児家庭全戸訪問

事業（こんにちは赤

ちゃん事業） 

生後４か月までの乳児のいるすべての家庭を訪問

し、様々な不安や悩みを聞き、子育て支援に関する

情報提供等を行います。また、親子の心身の状況

や養育環境等の把握や助言を行い、支援が必要な

家庭に対しては適切なサービス提供につなげま

す。 

保健推進課 

66 

【再掲】 

民生委員・児童委員

活動 

地域における身近な相談者として、児童の健全育

成や地域福祉の充実を図るとともに、児童福祉を

専門に担当する主任児童委員が中心となって、地

区担当民生委員・児童委員と協力し、保護を必要と

する児童の把握、支援、見守りを行います。 

福祉課 

69 

【再掲】 

地域見守り協力員

制度 

地域見守り協力員は、地域でのさりげない見守りや

声かけ等の福祉活動を行うボランティアです。見守

り活動の中で、育児不安を抱えている人や虐待が

疑われる情報等を得た場合、速やかに民生委員・

児童委員を通じて関係機関に連絡し、適切な支援

につなげます。 

福祉課 

81 

児童虐待防止ネット

ワーク体制の充実 

要保護児童対策地域協議会（「岩出市子ども家庭

支援ネットワーク会議」）を中心に、関係機関相互

の密接な体制づくりを行うとともに、連携を図り、児

童虐待の早期発見・防止に努めます。 

子育て支援課 

82 

児童虐待早期発見

事業 

乳幼児健診・健康相談等で生活・子育て環境を把

握し、早期発見･早期支援を行います。                                   

子育て支援の必要な親の早期発見・早期支援に結

びつくための事業を進めます。 

保健推進課 

83 家庭児童相談事業 

家庭児童相談員が家庭における子育ての不安や

悩みに関する相談に応じます。 

相談内容に応じて、保健センターや学校、保育施

設をはじめ、医療機関や児童相談所等の専門機関

に紹介し、連携して相談に応じます。 

子育て支援課 
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（２）障害のある子どもと家庭への支援 

No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

26 

【再掲】 

障害児福祉手当

（国） 

精神または身体に重度の障害を有する 20 歳未満

の児童に手当を支給するとともに、障害児の福祉

の増進に努めます。 

福祉課 

27 

【再掲】 

特別児童扶養手当

（国） 

精神または身体に障害のある 20 歳未満の児童を

監護または養育している方に対して、手当を支給す

ることにより、障害児の福祉の増進に努めます。 

福祉課 

28 

【再掲】 

心身障害児在宅扶養

手当（市） 

精神または身体に障害を有する 20 歳未満の児童

について市から手当を支給することにより、障害児

の福祉の増進に努めます。 

福祉課 

31 

【再掲】 

重度心身障害児

（者）医療費助成事

業 

岩出市に居住する重度心身障害児（者）に対し、医

療機関等で自己負担すべき医療費を助成すること

により、重度心身障害児（者）の福祉の向上を図り

ます。 

保険年金課 

56 

【再掲】 

障害児保育事業 

保育所等において、保育を必要とする障害児の保

育を実施します。 

子育て支援課 

84 相談窓口の充実 

保健、医療、福祉、教育部門が連携を取りながら専

門的立場で対応し、障害に応じた専門機関のサポー

トを受けながら適切な医療と指導が行なわれるよう

充実します。 

福祉課 

85 

乳幼児健康診査時

における発達相談

員による発達相談・

フォロー体制の充実 

乳幼児健診・健康相談・各種教室等の実施に合わ

せて随時発達チェックと療育相談を行い、発達相談

員等による適切なアドバイスと判定のもとで、母親と

ともに乳幼児の発達状況を確認し、適切な対応の仕

方を見つけ、フォロー教室や専門機関に結びつけま

す。 

保健推進課 

86 

発達相談事業（精神

・運動） 

より専門的な見地から検査を行い、障害等の早期

発見と適切な対応を行い、個々の発達課題に応じ

た育児指導を行うことで、養育者への子育て支援と

子どもの豊かな発達を促します。 

○発達相談員による精神発達相談 

○理学療法士による運動発達相談 

保健推進課 

87 

在宅障害児サロン

「めばえ」 

社会福祉協議会と地域のボランティアとともに協働し

ます。 

○支援学校通学児童・生徒に対し、自由に過ごせ

る時間・場所・機会を提供 

○家族へのレスパイト支援 

○住民が中心となって活動を行うことにより、他の

住民に対しても、障害を持つ方に対する支援活

動が身近なものであることを同じ目線から啓発を

行います。 

社会福祉協議会 
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No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

88 

障害福祉サービス

等の提供 

居宅介護や短期入所(ショートステイ)などの障害福

祉サービスを提供するとともに、相談支援、日常生

活用具の給付、移動支援、地域活動支援センターや

日中一時支援など地域生活支援事業を実施します。

福祉課 

89 

障害児通所サービス

の提供 

児童発達支援や放課後等デイサービス、保育所等

訪問支援などの通所サービスを提供し、障害児の

集団生活への適応訓練や生活能力向上のための

訓練、社会との交流の促進など、その他必要な支

援を行います。 

福祉課 

 

 

（３）ひとり親家庭への支援 

No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

25 

【再掲】 

児童扶養手当 

離婚、死亡等のために父または母と生計を同じくし

ていない児童を監護または養育している方に支給

します。また、父または母が一定の障害状態にある

児童を監護または養育している方についても支給

します。 

子育て支援課 

30 

【再掲】 

ひとり親家庭等医療

費助成事業 

岩出市に居住する配偶者のない父または母で、児

童を扶養している者及びその児童に対し、医療機

関等で自己負担すべき医療費を助成することによ

り、ひとり親家庭の福祉向上を図ります。 

保険年金課 

90 

ひとり親相談支援 

事業 

ひとり親家庭の暮らしや生活に関する相談に応じ、

各関係機関と連携しながらひとり親家庭の支援を

行います。 

その他、ひとり親家庭の就労（自立支援教育訓練

給付金、高等技能訓練促進費）や、福祉資金貸付

の相談及びひとり親家庭への情報提供を行いま

す。 

子育て支援課 
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（４）子どもの貧困問題への取組の推進 

No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

24 

【再掲】 

児童手当 

中学校修了前の児童の養育者に手当を支給する

ことにより、次代の社会を担う児童の健やかな育ち

を支援します。 

子育て支援課 

25 

【再掲】 

児童扶養手当 

離婚、死亡等のために父または母と生計を同じくし

ていない児童を監護または養育している方に支給

します。また、父または母が一定の障害状態にある

児童を監護または養育している方についても支給

します。 

子育て支援課 

83 

【再掲】 

家庭児童相談事業 

家庭児童相談員が家庭における子育ての不安や

悩みに関する相談に応じます。 

相談内容に応じて、保健センターや学校、保育施

設をはじめ、医療機関や児童相談所等の専門機関

に紹介し、連携して相談に応じます。 

子育て支援課 

90 

【再掲】 

ひとり親相談支援 

事業 

ひとり親家庭の暮らしや生活に関する相談に応じ、

各関係機関と連携しながらひとり親家庭の支援を行

います。 

その他、ひとり親家庭の就労（自立支援教育訓練給

付金、高等技能訓練促進費）や、福祉資金貸付の相

談及びひとり親家庭への情報提供を行います。 

子育て支援課 

91 確かな学力の定着 

子どもたちが変化の激しい社会の中で主体的に生

き抜いていくことができるよう、きめ細やかな指導の

充実を図り、自ら学ぶ意欲と確かな学力の定着に

努めます。 

市内小・中学校 
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４．健全な子どもを育む教育・保育環境をつくります 

（１）教育・保育施設、地域型保育事業の推進 

No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

22 

【再掲】 

病児保育事業 

病気の回復期であり、かつ、集団保育が困難であ

る児童を、保育等の専門スペースにおいて一時的

に預かる「病後児保育」を実施します。また、「いわ

で・きのかわファミリー・サポート・センター」では病

児・病後児の預かりを実施します。 

子育て支援課 

53 

【再掲】 

教育・保育提供体制

の確保事業 

子ども及びその保護者が置かれている環境に応じ

て、子どもの保護者の選択に基づき、多様な施設

または事業者から、良質かつ適切な教育及び保育

その他の子ども・子育て支援が総合的かつ効率的

に提供されるよう、その提供体制を確保します。 

子育て支援課 

54 

【再掲】 

時間外保育事業 

（延長保育） 

保護者の就労時間や通勤時間の確保のため、通

常保育の時間を概ね 30 分以上延長して保育所等

で子どもを預かります。 

子育て支援課 

55 

【再掲】 

一時預かり事業 

家庭で保育している乳幼児が、保護者の入院、傷

病、冠婚葬祭、育児疲れ解消等の理由により保育

が必要となる場合に一時的に保育所等で保育を行

います。 

子育て支援課 

56 

【再掲】 

障害児保育事業 

保育所等において、保育を必要とする障害児の保

育を実施します。 

子育て支援課 

60 

【再掲】 

休日保育事業 

休日に保護者が就労や、傷病、出産等の理由によ

り、家庭で保育できない場合に、保育所等で児童を

お預かりする休日保育を実施します。 

子育て支援課 

61 

【再掲】 

放課後児童健全育

成事業（学童保育） 

保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校に

就学している児童に対し、授業の終了後等に小学

校の空き教室等を利用して、適切な遊び及び生活

の場を与えてその健全な育成を図ります。 

子育て支援課 

62 

【再掲】 

幼稚園における 

数え３歳児保育 

幼稚園入園を希望している満２歳から幼稚園就園

前の幼児の保育を行います。 

おのみなと紀泉台幼

稚園 

63 

【再掲】 

預かり保育事業 

（幼稚園型） 

幼稚園の保育終了後及び長期休暇中の幼稚園児

を受け入れ、保護者の子育て負担を軽減し、仕事

を持つ親が安心して働ける環境をつくります。 

また、子どもが健やかに成長するための精神的・物

理的に安全な環境を提供します。 

和歌山中央幼稚園 

おのみなと紀泉台幼

稚園 

64 

【再掲】 

夜間保育事業 

保護者の就労形態が多様化している中で、夜間に

おいても保育に欠ける児童に対する保育需要に対

応するため、保育施設等において夜間保育の実施

を検討します。 

子育て支援課 
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No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

92 

公立保育所運営 

事業 

保護者の労働または疾病等の事由により、保育を

必要とする児童の保育を市立保育所において行い

ます。 

子育て支援課 

93 

認定こども園・私立 

保育所等への運営費 

助成事業 

認定こども園、保育所等の運営費や各種事業の経

費を助成することで、認定こども園・私立保育所等

における保育内容の充実を図ります。 

子育て支援課 

94 

地域型保育施設へ

の運営費助成事業 

地域型保育施設への運営費や各種事業の経費を

助成することで、地域型保育施設における保育内

容の充実を図ります。 

子育て支援課 

95 

岩出市保育所におけ

る質の向上のための

アクションプログラム 

「岩出市保育所における質の向上のためのアクショ

ンプログラム」を策定し、アクションプログラムに沿

って市内全体の保育サービスの充実を図ります。 

子育て支援課 

96 認可外施設事業 

将来的に幼稚園教育を希望する保護者のために、

満２歳から幼稚園就園前までの幼児を園内の認可

外施設で預かり、幼稚園就園に関わる様々なニー

ズをくみ上げ、柔軟な対応を目指します。 

和歌山中央幼稚園 
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（２）学校教育環境の充実 

No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

91 

【再掲】 

確かな学力の定着 

子どもたちが変化の激しい社会の中で主体的に生

き抜いていくことができるよう、きめ細やかな指導の

充実を図り、自ら学ぶ意欲と確かな学力の定着に

努めます。 

市内小・中学校 

97 

適応指導総合研究

事業（フレンド） 

心理的要因等により学校生活に適応できず、登校

できない児童・生徒の在籍校への復帰を目的とし

て、不登校児童・生徒に対して状況に応じた適正な

指導及び相談等を行うため、適応指導教室（フレン

ド）を岩出市中央公民館に置き、不登校児童・生徒

の早期発見・早期対応、不登校の防止に向けて教

員と連携を図り、保護者を含めた相談体制の充実

を図ります。 

教育総務課 

（フレンド教室） 

98 

学校施設の計画的

な整備 

危険性の高い場所から年次計画を立て、小・中学

校の補修工事を進めます。 

また、市の下水道整備計画に合わせ、順次学校の

公共下水道への接続を進めます。 

教育総務課 

99 

スクールカウンセラー

配置事業 

スクールカウンセラーを岩出中学校・岩出第二中学

校・山崎北小学校・上岩出小学校に配置し、いじめ

・不登校等への対応、問題行動等の防止に向けて

教員と連携を図り、保護者も含めた相談体制の充

実を図ります。 

市内小・中学校 

100 信頼される学校づくり 

教職員研修等へ参加し、教員の資質向上に努めると

ともに、学校評価を実施し、自校の教育活動を点検

することにより、信頼される学校づくりを行います。 

市内小・中学校 

101 生徒指導の充実 

中学校には、生徒指導専任教員を配置するととも

に、福祉部門との連携を行うスクールソーシャルワ

ーカーや警察ＯＢによるスクールサポーターを活用

することにより、生徒指導体制の強化を図ります。

また、小中学校ともに、青少年センターや各種ボラ

ンティア団体、児童相談所等関係機関との連携を

密にした生徒指導の充実を図ります。 

市内小・中学校 

102 豊かな心の育成 

道徳教育の充実を図るとともに、地域との連携によ

り、様々な自然体験や社会体験などの体験活動等

を通して、豊かな心の育成を図ります。 

市内小・中学校 

103 健やかな身体の育成 

体育の授業の充実を図るとともに、子どもが自主的

に様々なスポーツに親しむことができるよう、外部

指導者の活用や地域との連携を図るなど、学校に

おけるスポーツ環境の充実を図り、健やかな身体

の育成に努めます。 

市内小・中学校 
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（３）家庭・地域の教育環境の充実 

No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

50 

【再掲】 

きのくに共育コミュニ

ティ推進事業 

地域ぐるみで子どもを育てるとともに、地域の方々

のそれぞれの経験や学習成果を活かせる場を広

げ、地域の教育力を高めるため、学校・保護者・地

域の連携体制を図り、地域ぐるみで子どもたちを支

援します。現在、根来小学校において、コーディネ

ーターを軸に、校庭の芝生の管理や調理実習、裁

縫実技、書道指導など、学習支援に地域の方々を

ボランティアに迎え、実施します。 

生涯学習課 

104 

幼稚園児保護者対象

の子育てを語る会 

幼稚園児の保護者を対象に、車座で子育てについ

て語ってもらうとともに、相互の意見交換、園側から

のアドバイスなどを行います。 

和歌山中央幼稚園 

105 家庭教育学級 

次代を担う子どもたちの豊かな人間性と社会性を

育むことを目的に、市内幼稚園・保育所の保護者

参観などの機会に、子育てや家庭教育に関する講

演を実施します。 

生涯学習課 

106 思春期保健対策 

若年での妊娠・出産、ひとり親家庭、複雑な関係の

家庭など、支援が必要な家庭が少なくない中で子

どもたち自身が命の大切さを知り、自己肯定感を持

ち、健全な母性・父性意識を持つことができるよう

にします。 

保健推進課 

教育総務課 

107 

中学生の保育体験

プログラム 

市内中学校と協力して、中学生と幼稚園児がふれ

あう機会を設け、異年齢児との接触の少ない中学

生に、幼児とふれあう機会を与えることによって、幼

児への理解を深めます。 

和歌山中央幼稚園 
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（４）子どもの居場所づくりの推進 

No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

38 

【再掲】 

児童館運営事業 

健全な遊びを通して、多様な経験を積みながら健

康に育つよう児童館を開放します。 

福祉課 

45 

【再掲】 

公民館文化教室  

書道や少年少女コーラス等の教室を公民館で実施

することにより、教養や技術等が身につき、子ども

から大人まで各世代の人々が集い、情報交換や仲

間づくりを促進するとともに、世代間交流につなげ

ます。また、公民館フェア等を通じて、その成果を発

表することにより生涯学習を行います。 

生涯学習課 

46 

【再掲】 

公民館（夏休み・冬

休み）子ども講座  

夏休みや冬休みを利用して、小学生または親子を

対象とした多様な教室を公民館で実施することによ

り、教養・技術が身につき、子どもから大人まで各

世代が集い、世代間交流につなげます。また、市内

の各小学校から児童が集まることにより、学校間の

情報交換や仲間づくりを促進します。 

生涯学習課 

49 

【再掲】 

放課後子ども教室

推進事業 

子どもたちが地域社会の中で、心豊かで健やかに

育まれる環境づくりを推進するため、各小学校にお

いて実施します。また、実施には地域の人々を指導

者（教育活動推進員）、補助者（教育活動サポータ

ー）として依頼し、地域教育力、家庭教育力の向上

を図るため、青少年育成市民会議や保護司会等青

少年に関わる各種団体の方々をはじめ、ＰＴＡと連

携を図り、取組を実施します。 

生涯学習課 

61 

【再掲】 

学童保育（放課後児

童健全育成事業） 

保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校に

就学している児童に対し、授業の終了後等に小学

校の空き教室等を利用して、適切な遊び及び生活

の場を与えてその健全な育成を図ります。 

子育て支援課 

108 

長期休業中の子ど

もの居場所づくり事

業 

夏休み・冬休み・春休み中に、小学生・幼稚園児を

受け入れ、保護者の子育て負担の軽減、仕事を持

つ親が安心して働ける環境を提供します。また、子

どもが健やかに成長するための精神的・物理的環

境を整備します。 

和歌山中央幼稚園 

109 

幼稚園休業日の子

どもの居場所づくり

事業 

幼稚園休業日に、幼稚園児を受け入れ、保護者の

子育て負担の軽減、仕事を持つ親が安心して働け

る環境を提供します。また、子どもが健やかに成長

するための精神的・物理的環境を整備します。 

和歌山中央幼稚園 

 



53 

 

 

（５）子どもの健全育成活動の推進 

No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

38 

【再掲】 

児童館運営事業 

健全な遊びを通して、多様な経験を積みながら健

康に育つよう児童館を開放します。 

福祉課 

44 

【再掲】 

地域活動の育成 

子ども会の地域組織活動の育成やその指導者の

育成を図るとともに、地域ボランティア等の協力・地

域との連携を図り、地域児童の健全育成に努めま

す。 

生涯学習課 

47 

【再掲】 

アリーナで遊ぼう 

事業 

スポーツやレクリエーション活動を通じ、青少年の

健全育成及び生涯スポーツの普及振興を図ること

を目的に、市民総合体育館アリーナを無料開放し、

誰もが手軽に楽しめるスポーツの場を提供します。 

生涯学習課 

61 

【再掲】 

放課後児童健全育

成事業（学童保育） 

保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校に

就学している児童に対し、授業の終了後等に小学

校の空き教室等を利用して、適切な遊び及び生活

の場を与えてその健全な育成を図ります。 

子育て支援課 

71 

【再掲】 

喫煙・飲酒・薬物乱

用防止教育の実施 

喫煙・飲酒・薬物乱用の防止に関する認識を深め、

現在及び将来において、健康で安全な生活を送る

態度を育成する教育を進めます。また、警察や医

療機関等の関係機関と連携しながら、児童・生徒の

健康で安全な生活を築こうとする態度を育成しま

す。保護者に対しても保健だより、生徒指導だよ

り、学校だよりなどを使って啓発を行います。岩出

市青少年センターでも啓発・指導・補導・相談活動

を行います。 

保健推進課 

生涯学習課 

教育総務課 

72 

【再掲】 

岩出市青少年育成

市民会議の活動 

21世紀を担う人づくりのため、家庭・学校・地域社

会が一体となり、市民総ぐるみによる「子どもを育て

る地域づくり」を目指し、地域活動活性化を図る機

会として校区別懇談会の開催や、意識啓発を目的

として、市民大会・講演会・育成だよりの発行など

様々な活動を行います。また、地域・家庭・学校・保

護者の連携の強化を図り、青少年の健全な育成に

努めます。 

生涯学習課 

106 

【再掲】 

思春期保健対策 

若年での妊娠・出産、ひとり親家庭、複雑な関係の

家庭など、支援が必要な家庭が少なくない中で、子

どもたち自身が、命の大切さを知り、自己肯定感を

もち、健全な母性・父性意識を持つことができるよう

にします。 

保健推進課 

教育総務課 

110 性教育の実施 

小学校の体育、中学校の保健体育の授業の中で、

性教育を行い、保護者に対しても保健だより、生徒

指導だより、学校だよりなどを使って啓発を行いま

す。 

市内小・中学校 

111 

社会を明るくする運

動の推進 

犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生につ

いて理解を深め、それぞれの立場において力を合

わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築くことを促

進します。 

福祉課 
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No. 主要な施策・事業名 主要な施策・事業についての概要 担当課 

112 街頭補導活動 

青少年の非行防止のため、地域の取組を支援しま

す。また、家庭・地域の協力を得ながら関係機関と

の連携を図り、岩出市青少年センターを中心に岩

出市青少年補導委員等による啓発・指導・補導活

動等を行います。 

生涯学習課 

113 

スポーツ少年団活

動の支援 

子どもたちがスポーツ少年団活動を通じて、喜びや

楽しさを体験するとともに、仲間との連携や友情を

育て、その過程の中で協調性や創造性などを育

み、人間性豊かな社会人として成長することを支援

します。 

生涯学習課 

114 

小学生の野外活動

体験事業 

小学生を対象に野外活動を行います。 

幼稚園を拠点として、小学生に野外炊事・収穫体験

・川遊び・伝承遊び等、野外活動の体験を通して、

実際に経験することの楽しさ、難しさ、面白さを感じ

取ってもらいます。 

和歌山中央幼稚園 

115 

ヤングアダルトコー

ナー事業 

ヤングアダルト（ＹＡ）とは、概ね 12歳～18 歳の“若

い大人”という意味です。子どもから大人に成長す

る時期は、体だけではなく、心も大きく育ちます。そ

の“柔らかい”心を育てるために、読書が有効です。

児童書から一般書への橋渡し的意味合いで、中学

・高校生世代へ提供する本を「ヤングアダルト図

書」と呼んでおり、児童図書コーナー入口にヤング

アダルトコーナーを設置します。ヤングアダルト世

代のために魅力ある本を集めます。 

岩出図書館 

116 

高校生ボランティア

受入れ事業 

社会貢献の一環として、夏休みを活用して高校生

の図書館ボランティアの受入れを行います。 

岩出図書館 

117 

中学生職場体験受

入事業 

中学生の職業選択や進路選択の参考となるよう

に、職場体験の受入れを行います。 

岩出図書館 

118 

家族ふれあい読書 

推進事業 

子どもとその保護者が、週１回テレビやゲーム機、

パソコンなどの電源を切り、一緒に読書することに

より家庭でのコミュニケーションを図り、「家族の絆

づくり」をするとともに、子どもの心を豊かに育む読

書環境をつくることに寄与することを目的とします。

「うちどく（家での読書）」をすることを推進するため

に、「うちどく」におすすめの図書のリストや家族の

読書の記録を書きとめる欄を掲載した「うちどくノー

ト」を作成し、市内小中学校の児童・生徒に配布し

ています。 

岩出図書館 

119 

図書館司書派遣 

事業 

子どもの人格形成の基礎を築く上で重要な読書活

動の活性化を図るため、市内小中学校図書館に学

校司書を派遣し、学校との連携を図りながら、積極

的に読書活動の推進に取り組むとともに、学習支

援を行います。 

岩出図書館 
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第５章 量の見込みと確保方策 

１．教育・保育提供区域の設定 

市町村は、子ども・子育て支援法の規定に基づき、量の見込み及び確保方策を設定

する区域として、地理的条件、人口、交通事情その他の社会的条件、現在の教育・保育

の利用状況、教育・保育を提供するための施設の整備の状況、その他の条件を総合的

に勘案して、保護者や子どもが居宅より容易に移動することが可能な区域を定めることと

されています。 

本市では、市全体を「１区域」と考え、教育・保育提供区域とします。 

 

 

２．幼児期の学校教育・保育の量の見込みと確保方策 

（１）認定区分と提供施設 

■認定区分と提供施設 

認定区分 提供施設 

１号 

３－５歳、幼児期の学校教育(以下「学校

教育」という)のみ 

幼稚園、認定こども園 

２号 ３－５歳、保育の必要性あり  保育所、認定こども園 

３号 ０－２歳、保育の必要性あり  保育所、認定こども園、地域型保育事業 
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（２）量の見込み、提供体制の確保内容及びその実施時期 

■提供体制、確保方策の考え方 

○教育・保育の提供体制については、現在、公立保育所４か所、私立保育所４か所、

私立幼稚園２か所で実施しており、今後の量の見込みに対する提供体制は十分に

確保できている状況です。 

  現在の施設数を確保しつつ認定こども園への移行を支援します。 

  また、０歳児から２歳児については、年度途中入所に対応するため、設置基準を満

たす地域型保育施設の設置を推進します。 

 

■「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1号 2号 3号 1号 2号 3号

（3-5歳)

教育

のみ

（3-5歳)

保育の

必要性あり

（0-2歳)

保育の

必要性あり

（3-5歳)

教育

のみ

（3-5歳)

保育の

必要性あり

（0-2歳)

保育の

必要性あり

440 1,065 396 430 1,021 396

認定こども園、幼稚

園、保育所（教育・

保育施設）（人）

700 1,144 461 733 1,125 482

地域型保育 事業

（人）

10 10

260 79 75 303 104 96

1号 2号 3号 1号 2号 3号

（3-5歳)

教育

のみ

（3-5歳)

保育の

必要性あり

（0-2歳)

保育の

必要性あり

（3-5歳)

教育

のみ

（3-5歳)

保育の

必要性あり

（0-2歳)

保育の

必要性あり

421 1,001 396 407 965 396

認定こども園、幼稚

園、保育所（教育・

保育施設）（人）

733 1,125 482 733 1,125 482

地域型保育 事業

（人）

10 10

312 124 96 326 160 96

1号 2号 3号

（3-5歳)

教育

のみ

（3-5歳)

保育の

必要性あり

（0-2歳)

保育の

必要性あり

398 947 396

認定こども園、幼稚

園、保育所（教育・

保育施設）（人）

743 1,114 483

地域型保育 事業

（人）

10

345 167 97

①量の見込み

（必要利用定員総数）（人）

②確保の内容

②－①（人）

②確保の内容

平成28年度

平成29年度

①量の見込み

（必要利用定員総数）（人）

②－①（人）

②－①（人）

平成30年度

平成31年度

①量の見込み

（必要利用定員総数）（人）

②確保の内容

平成27年度
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平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

（見込み） （見込み） （見込み） （見込み） （見込み） （見込み）

人 471 527 527 527 527 527

低学年 人 350 350 350 350 350

高学年 人 10 10 10 10 10

人日 30 38 38 38 38 38

人回 500 561 561 561 561 561

幼稚園の

預かり事業

人日 15,000 15,367 15,367 15,367 15,367 15,367

一時預かり

（ファミリー・サポー

ト・センター事業の

未就学児利用は含

まない）

人日 217 300 300 300 300 300

人日 40 50 50 50 50 50

人日 700 842 975 1,131 1,312 1,522

人 485 468 456 442 426 412

人 485 468 456 442 426 412

人 0 127 129 131 133 135

か所 0 1 1 1 1 1

養育支援訪問事業

利用者支援事業

単位

放課後児童

健全育成事業

（学童保育）

一時預かり事業

時間外保育事業（延長保育）

子育て短期支援事業

地域子育て支援拠点事業

360

病児保育事業

ファミリー・サポート・センター事業

妊婦健康診査事業

乳児家庭全戸訪問事業

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

①量の見込（人） 527 527 527 527 527

②確保の内容（人） 1,480 1,480 1,480 1,480 1,480

②－①（人） 953 953 953 953 953

 

３．地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保方策 

（１）地域子ども・子育て支援事業の量の見込み 

■地域子ども・子育て支援事業の「量の見込み」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）提供体制の確保内容及びその実施時期 

① 時間外保育事業（延長保育） 

事業概要 

○保育認定を受けた子どもについて、通常の利用時間を超えて保育所、認定こども園

等で保育を実施する事業です。 

 

提供体制、確保方策の考え方 

○時間外保育事業については、現在、保育所で実施しており、今後の量の見込みに

対する提供体制は十分に確保できている状況です。 

■「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」 
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平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

低学年（人） 350 350 350 350 350

高学年（人） 10 10 10 10 10

合計（人） 360 360 360 360 360

登録児童数（人） 360 360 360 360 360

施設数（か所） 7 7 7 7 7

②確保の内容

①量の見込

 

② 放課後児童健全育成事業(学童保育） 

事業概要 

○保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校に就学している児童に対し、授業

の終了後等に小学校の空き教室等を利用して、適切な遊び及び生活の場を提供し、

児童の健全な育成を図ることを目的とした事業です。 

 

提供体制、確保方策の考え方 

○放課後児童健全育成事業については、現在小学校の空き教室及び公共施設を利

用し、７か所で実施しており、待機児童を発生させないよう提供体制を確保します。 

 

■「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」 

 

 

 

 

 

 

 

③ 子育て短期支援事業 

事業概要 

○保護者の疾病や仕事等の事由により児童の養育が一時的に困難となった場合、ま

たは育児不安や育児疲れ等の身体的・精神的負担の軽減が必要となった場合に、

児童を児童養護施設等で必要な養育を行う事業です。 

 

提供体制、確保方策の考え方 

○子育て短期支援事業については、現在、児童養護施設など 10 か所に事業委託して

おり、今後の量の見込みに対する提供体制は十分に確保できている状況です。 

  また、必要に応じて県内外の施設と利用契約を締結していきます。 

 

■「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」 

 

 

 

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

①量の見込み（人日） 38 38 38 38 38

②確保の内容（人日） 2,190 2,190 2,190 2,190 2,190

②－①（人日） 2,152 2,152 2,152 2,152 2,152
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④ 地域子育て支援拠点事業（地域子育て支援センター） 

事業概要 

○公共施設や保育所等の地域の身近な場所で、子育て中の親子の交流・育児相談

等を行う事業です。 

 

提供体制、確保方策の考え方 

○地域子育て支援拠点事業については、現在、２か所で実施しており、今後の量の見

込みに対する提供体制は十分に確保できている状況です。 

 

■「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」 

 

 

 

 

 

⑤一時預かり事業（幼稚園における在園児を対象とした一時預かり（預かり保

育）） 

事業概要 

○家庭において保育を受けることが一時的に困難となった乳児または幼児について、

教育標準時間の前後や長期休暇期間中に希望者を対象に保育を行う事業です。 

 

提供体制、確保方策の考え方 

○一時預かり事業（預かり保育）については、利用者の就労実態等に応じてニーズが

発生することから、利用施設ごとに提供体制を確保します。 

  なお、今後の量の見込みに対する提供体制は確保できる状況です。 

 

■「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」 

 

 

 

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

①量の見込み（人回） 561 561 561 561 561

②確保の内容（か所） 2 2 2 2 2

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

①量の見込み（人日） 15,367 15,367 15,367 15,367 15,367

②確保の内容（人日） 81,890 81,890 81,890 81,890 81,890

②－①（人日） 66,523 66,523 66,523 66,523 66,523



60 

 

 

⑥一時預かり事業 

事業概要 

○家庭において保育を受けることが一時的に困難となった乳児または幼児について、

主に昼間において、保育所やその他の場所で一時的に預かる事業です。 

 

提供体制、確保方策の考え方 

○一時預かり事業については、現在、公立保育所４か所、私立保育所２か所で実施し

ている一時保育により、今後の量の見込みに対する提供体制は十分に確保できる

状況です。 

 

■「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」 

 

 

 

 

 

⑦病児保育事業 

事業概要 

○発熱等の急な病気や病気からの回復期などで、集団保育が困難な児童を一時的に

指定施設等において保育を行う事業です。 

 

提供体制、確保方策の考え方 

○病児保育事業については、現在、補助事業として指定施設で病後児保育事業を実

施しています。また、ファミリー・サポート・センター事業では病児・病後児預かり対応

を行っています。 

  両事業により、今後の量の見込みに対する提供体制は十分に確保できる状況で

す。 

 

■「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」 

 

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

①量の見込み（人日） 300 300 300 300 300

②確保の内容（人日） 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

②－①（人日） 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

①量の見込み（人日） 50 50 50 50 50

②確保の内容（人日） 720 720 720 720 720

②－①（人日） 670 670 670 670 670
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⑧ファミリー・サポート・センター事業 

事業概要 

○乳幼児や小学生の児童を養育する子育て中の保護者を会員として、児童の預かり

等の援助を受けることを希望する者と援助を行うことを希望する者との相互援助活

動に関する連絡、調整を行う事業です。 

 

提供体制、確保方策の考え方 

○ファミリー・サポート・センター事業については、引き続き紀の川市との共同事業とし

て、１か所での実施を継続します。 

 

■「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象年齢 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

０歳～５歳 609 706 819 950 1,102

低学年（小学生） 154 177 205 238 276

高学年（小学生） 79 92 107 124 144

①計 842 975 1,131 1,312 1,522

2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

1,158 1,025 869 688 478

（

人

日

）

量

の

見

込

み

②確保の内容（人日）

②－①（人日）
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⑨妊婦健康診査事業 

事業概要 

○医療機関及び助産所において、妊婦健康診査受診票を使用し、健診（受診票に記

載された項目）を受け、妊娠中の異常を早期に発見し、適切な治療や保健指導につ

なげる事業です。 

 

提供体制、確保方策の考え方 

○妊婦健康診査事業については、国の示す「望ましい基準」にしたがって、妊婦健診

が適正・確実に行われるように支援します。 

 

■「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」 

 

 

 

 

⑩乳児家庭全戸訪問事業 

事業概要 

○生後４か月までの乳児のいるすべての家庭を訪問し、様々な不安や悩みを聞き、子

育て支援に関する情報提供等を行うとともに、親子の心身の状況や養育環境等の

把握や助言を行い、支援が必要な家庭に対しては適切なサービス提供につなげる

事業です。 

 

提供体制、確保方策の考え方 

○乳児家庭全戸訪問事業については、「こんにちは赤ちゃん事業」という名称で、保健

センター所管事業として保健師・助産師等が乳児のいる家庭を全戸訪問しており、

今後の量の見込みに対する提供体制は十分に確保できている状況です。 

 

■「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」 

  

 

 

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

①量の見込み（人） 468 456 442 426 412

②確保の内容（人） 468 456 442 426 412

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

①量の見込み（人） 468 456 442 426 412

②確保の内容（人） 468 456 442 426 412

②－①（人） 0 0 0 0 0
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⑪養育支援訪問事業 

事業概要 

○育児ストレス、産後うつ病、育児ノイローゼ等の問題によって、子育てに対して不安

や孤立感等を抱える家庭や、様々な原因で養育支援が必要となっている家庭に対

して、子育て経験者等による育児・家事の援助または保健師等による具体的な養育

に関する指導助言等を訪問により実施することで、個々の家庭の抱える養育上の

諸問題の解決、軽減を図る事業です。 

 

提供体制、確保方策の考え方 

○養育支援訪問事業については、平成 27 年度から新規事業として養育支援員、保健

師等が中心となり実施を行います。 

 

■「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」 

 

 

 

 

 

⑫利用者支援事業 

事業概要 

○教育・保育施設や地域の子育て支援の事業等の利用について情報集約と提供を行

うとともに、保護者等から施設・事業等の利用にあたっての相談に応じ、必要な情報

提供・助言をし、関係機関との連絡調整等を行う事業です。 

 

提供体制、確保方策の考え方 

○利用者支援事業については、平成 27 年度から新規事業として地域子育て支援セン

ター（あいあい）を拠点に実施を行います。 

 

■「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」 

 

 

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

①量の見込み（人） 127 129 131 133 135

②確保の内容（人） 127 129 131 133 135

②－①（人） 0 0 0 0 0

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

量の見込み（か所） 1 1 1 1 1

②確保の内容（か所） 1 1 1 1 1

②－①（か所） 0 0 0 0 0
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第６章 計画の推進に向けて 

１．計画の推進体制 

本計画の推進にあたっては、市と地域・関係機関・団体等が適切な役割分担のもと連

携および協働し、地域の実情に応じた取組を進め、子育ての推進を図ります。 

 

 

２．計画の進捗管理 

計画の進捗管理については、毎年度、関係部署や関係機関・団体等との連携を図り、

基本目標の達成に向けて進捗状況の把握、点検を行います。 

また、岩出市子ども・子育て会議において計画の評価を行い、事業効果をより明確化

するとともに、必要に応じて本計画の見直し・改善を図るなど、継続的なＰＤＣＡサイクル

の確立につながるよう推進します。 

 

Action

Plan

Check

Do改善

評価

実施

計画

PDCAサイクル
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資料 

１．岩出市子ども・子育て会議設置条例 

岩出市子ども・子育て会議設置条例 

平成２５年６月２６日 

条例第１９号 

（設置） 

第１条 子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号。以下「法」という。） 第７７条第１項の規

定に基づき、岩出市子ども・子育て会議（以下「子育て会議」という。）を置く。 

 

（定義） 

第２条 この条例において使用する用語は、法において使用する用語の例による。 

 

（所掌事務） 

第３条 子育て会議は、法第７７条第１項各号に掲げる事務を処理するとともに、市が実施する児

童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）その他の子どもに関する法律による施策について市長の諮

問に応じ調査審議する。 

 

（組織） 

第４条 子育て会議は、委員２０人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱又は任命する。 

（１）公募による市民 

（２）子どもの保護者 

（３）子ども・子育て支援に関する事業に従事する者 

（４）学識経験のある者 

（５）関係行政機関の職員 

（６）その他市長が適当と認める者 

 

（任期） 

第５条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
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（会長及び副会長） 

第６条 子育て会議に会長及び副会長を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長は、会務を総理し、子育て会議を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代

理する。 

 

 （会議） 

第７条 子育て会議の会議は、会長が招集し、議長となる。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するとこ

ろによる。 

 

 （委任） 

第８条 この条例に定めるもののほか、子育て会議の運営その他必要な事項は、会長が子育て

会議に諮って定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２５年７月１日から施行する。ただし、次項の規定は、公布の日から施行

する。 

（準備行為） 

２ この条例の施行の日以後最初に委嘱される子育て会議の委員の選任のための手続その他

のこの条例を施行するために必要な準備行為は、この条例の施行前においても、行うことが

できる。 

（経過措置） 

３ 第７条第１項の規定にかかわらず、この条例の施行の日以後最初に開かれる会議は、市長

が招集する。 
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２．岩出市子ども・子育て会議委員名簿 

 

所 属 等 氏  名 

市民代表 

一般公募 
小川

オガワ

 美佳

ミカ

 

公立保育所保護者代表 
増尾

マスオ

 恵子

ケイコ

 

私立保育所保護者代表 
馬場

ババ

 淳子

ジュンコ

 

私立幼稚園保護者代表 
奥野

オクノ

 彩加

アヤカ

 

子ども・子育て支援に

関する事業に従事する

者の代表 

岩出市地域子育て支援センター 

センター長 

楠

クス

 淳子

ジュンコ

 

小学校長代表 

山崎小学校 校長 

土生川

ハブカワ

 政幸

マサユキ

 

市内幼稚園代表 

和歌山中央幼稚園 理事長 

土生川

ハブカワ

 覚弥

カクヤ

 

公立保育所代表 

上岩出保育所 所長 

山本

ヤマモト

 冨美子

フミコ

 

私立保育所代表 

おひさま保育園 園長 

山口

ヤマグチ

 万実

マミ

 

NPO法人Com子育て環境デザインルーム 

理事長 

松本

マツモト

 千賀子

チカコ

 

主任児童委員代表 
村田

ム ラ タ

 実

ミノル

 

社会福祉法人和歌山つくし会 

理事長 

中谷

ナカタニ

 博昭

ヒロアキ

 

学識経験者 

和歌山県臨床心理士会  

会長 

桑原

クワハラ

 義登

ヨシト

 

和歌山大学 准教授 
金川

カナガワ

 めぐみ 

行政機関の職員 

岩出市教育部長 
谷中

タニナカ

 茂喜

シゲキ

 

岩出市生活福祉部長 
杉原

スギハラ

 啓二

ケイジ

 

その他市長が適当と認

めた者 

有限会社 シーエスピー 

代表取締役 

千畑

チ バ タ

 博信

ヒロノブ
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３．計画策定のプロセス 

日付 項目 内容 

平成 25年 

10月２日 第１回子ども・子育て会議 

○子ども・子育て会議について 

○岩出市の子育て支援の取り組み状況等について 

○子ども・子育て支援事業計画にかかる留意事項につ

いて 

○ニーズ調査について 

12 月 13日 

～12 月 25日 

子ども・子育て支援事業計

画策定に向けての調査 

   配布数 有効回収数   有効回収率 

就学前児童  1,436    836       58.2％ 

就学児童     802    740       92.3％ 

合   計                        

平成 26年 

３月 27日 第２回子ども・子育て会議 

○ニーズ調査集計結果報告について 

○教育・保育提供区域の設定について 

５月１４日 第３回子ども・子育て会議 

○市町村における今後の作業スケジュールについて 

○岩出市子ども・子育て支援事業計画骨子（案）につい

て 

○ニーズ調査に基づく推計事業量（ニーズ量）について 

８月 11日 第４回子ども・子育て会議 

○岩出市子ども・子育て支援事業計画＜仮称＞（案）

について 

・基本理念、視点、基本目標について 

・施策の体系について 

○教育・保育施設、地域型保育、地域子育て支援事業

の量の見込みと確保策（案）について 

○市町村が定めるべき条例（案）について 

・教育・保育施設の運営基準（確認制度） 

・地域型保育事業の認可基準 

・放課後児童健全育成事業基準 

11 月５日 第５回子ども・子育て会議 

○地域子ども・子育て支援事業の量の見込みについて 

・乳幼児全戸訪問事業、妊婦健康診査事業、養育支

援訪問事業 

○市町村が定めるべき規則（案）について 

・岩出市保育の必要性の認定に関する規則（案）に

ついて 

○公立保育所開所時間、延長保育事業について 

○特定教育・保育施設等の利用者負担金（保育料）に

ついて 

平成 27年 

１月 30 日 第６回子ども・子育て会議 

○保育料（案）の変更について 

○市町村事業計画素案について 

Ⅰ 事業計画の名称について 

Ⅱ 事業計画各章の説明について 

Ⅲ 個別事業一覧について 

Ⅳ 教育保育施設の量の確保方策について 

２月 23日 第７回子ども・子育て会議 ○計画の了承 

 

2,238 1,576  70.4％
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岩出市 

子ども・子育て支援事業計画 

 
平成 27 年３月 

 

岩出市 生活福祉部 福祉課 

〒649-6292 和歌山県岩出市西野 209 番地 

TEL：0736-62-2141（代表）  

 

 


